
はじめに

岐阜県博物館は、昭和51年5月岐阜県百年公園内に総合博物館として開館しました。以来、岐阜県に関わ

りのある人文、自然についての資料の収集・整理・分類・保存、調査研究を重ね、その成果を常設展示、特別

展示、資料紹介展示及び関連した講座、講演会、観察会などの諸事業を通して広く県民への普及をし到ってきま

した。平成7年7月にはマイ・ミュージアムが増設されて、マイミュージアムギャラリーの他、ハイパーハイ

ビジョン風土記「ひだ・みの紀行」や、ハイビジョン静止画制作システムなどの情報機器を整備し「であい楽

しい情報ステーション」をキーワードに参加体験機能を持つ博物館として拡充発展を図ってきました。

平成13年度には、夏季特別展として「あのころいた鳥－そういえばトキもおったげな－」を、秋季特別展

として「七代目団十郎と団員、国芳一芝居、錦絵、中山道へ」を開催しました。

夏の特別展「あのころいた鳥」は、平成11年度に岐阜市の柳原亮一さんから寄贈を受けた1521点の鳥類の

標本の一部を展示すると共に、改訂された「日本の絶滅のおそれのある鳥類」についても紹介し、新たな世紀

を迎えた私たちが未来の世代へ何を残すべきかを、みなさんと共に考える機会としました。

秋の特別展「七代目団十郎と団員、国芳」は、美濃でも舞台をつとめた、江戸歌舞伎界の立役者・七代目市

川団十郎に焦点を当て、彼の波瀾に満ちた生涯や美濃との関わりを彼の肉筆浮世絵をはじめ、彼と交流の深

かった歌川団員、歌川国芳の芝居絵や七代目がひいきに贈った夜具や紋入りの茶碗などの愛用品を通して紹介

しました。

また、その他の企画展、自然と人との関わりを通して石の魅力を紹介した資料紹介展「ようこそ　石の世界

へ！」、平成12年に増山たづ子氏から寄贈された写真パネルを中心に、ふるさと徳山の自然とそこに暮らした

人々の姿を羅介した資料紹介展「わたしの徳中一増山たづ千故郷の記録－」、隣県の博物館との交流事業とし

て本年度から新たに始めた日本まんなか共和剛事物館交流事業特別企画「信長、安土より来る－安土城考古博

物館所蔵品紹介展へ」、県有施設との交流・協力事業として本年度から新たに実施した岐阜県図書館との共催

事業である岐阜県図書館収蔵資料展「古地図にみる世界の広がり－近世のヨーロッパ人・日本人が見た世界・

アジア・日本一」、（財）岐阜県文化財保護センターの発掘速報展「いにしえの美濃と飛騨」、さらには年間8

回開催したマイミュージアムギャラリー展示につきましても、それぞれ高い評価を頂き、県民のみなさんをは

じめ近県からも多くの来館者を得ることができました。

資料収集では、安土桃1両手代から江戸時代に制作された美濃彫鐸4点、加藤五輔作「月にすすき図花瓶」三

代歌川広重の「大日本物産双録」、ステゴザウルスの全身骨格複製標本（全長7m）、ライチョウ（夏毛・冬毛）

等のバードカービングなどを購入しました。また、ほ乳類・鳥類標本、植物標本、鉱物標本など多数の寄贈を

得ることができました。これらの館蔵資料のデジタルアーカイブ化も進みました。
、宮或14年度には、複雑な社会に生きる私たちの心と体を痛やしてくれる、大地の恵みである“温泉1’とい

う自然に焦点を当て、科学の視点から“温泉’’を捉え、そのすぼらしさを紹介する春季特別展「温泉廣一湯の

華からのメッセージ～」、中山道宿駅制定から400年を迎えることを記念して、五街道の・つである中同道が

果たした役割や東西の文化交流の様子などを紹介する秋季特別展「中山道　街道400年」、資料紹介展「海外

からやってきた星き物たち」、資料紹介展「近世ふるさとの文人たちへ石田コレクションよりへ」、日本まんな

か共和国博物館交流事業特別企画「よみがえる幻の宮一斎富歴史博物館所蔵品紹介展－」、岐阜県図書館収蔵

資料展「地図でみる中川道」、（財）岐阜県文化財保護センターによる発掘速報展「いにしえの美濃と飛騨」な

どの企画展をはじめ、県民及び県ゆかりの方々の収集品や生涯学習作品を公開するマイミュージアムギャラ

リーの展示、博物館講座、講演会、たのしい博物館、自然観察会、特別行事など県民のみなさんが気軽に参加

していただき、誰もが楽しめる催しものを数多く計画しています。

ここに辛成13年度の事業記録と、平成14年度の事業計画の概要を紹介する館報25号を刊行しました。ご

島覧いただき、ご指導賜りますようお願いいたします。

平成14年4月1日

岐阜県博物館長　高　橋　宏　之
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I　博物館概要

〔設置目的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を公開し、併

せて、教育普及活動を行うことにより広く県民の学習の

揚となり、また文化財保護の精神の滴養に役立て、新し

い教養と文化の発展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1　基本的性格

岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）、自

然（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集、保

管、展示、調査研究およびそれらの活用を図る総合

博物館とする。

県内外の博物館および相当施設との活発な交流を

図るとともに、本県の中央博物館としての役割を果

たす内容と設備を有する施設とする。

学校教育・社会教育との密接な連携を図り、利用

者が楽しく学習することができ、未来への研究心と

創造性を開発させるような生涯学習機関とする。

マルチメディアシステムを活用し、「ハイパーハイ

ビジョン風土記」を主とした地域情報や博物館資料

などの情報の収集、加工、発信、受信を行い、情報

化社会に対応した博物館を目指す。

資料の収集および保存並びに展示に関する専門的

な調査研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密な考

証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ人

文、自然の2部門に分ける。総合展示は、だれにも親

しめるよう平易な展示を心掛け、本県の歴史の発展の

概要と、自然環境の概要を理解しやすく展示する。課

題展示は、内容において、前者よりやや高度なものと

する。

特別展示は、特定の企画とテーマを設けて、展示を

する。

展示は、（ア）生涯学習の場として、幅広い層に親し

める展示（イ）資料の単なる羅列ではなくストーリー

性のある展示（ウ）各時代の特色やテーマの本質をと

らえた展示（エ）できる限り実物資料の展示をするが、

更に、図表、模型等多種類の資料も活用した展示（オ）

資料にできり限り直接触れることのできる展示（カ）視

聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴える展示

（キ）解説が明確で分かりやすい展示、とする。

展示室の主題と内容は次のとおりである。

〇人文展示室l（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」一原始時代から近代、現代に

至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を分かりや

すく展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」一特色ある郷土の民

俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」一郷土の自然の概要

を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」一特色ある自然物や

事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示する。

（3）調査研究

博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究を

行う。

博物館資料の保管及び展示等に関する技術的な研

究を行う。

（4）教育普及活動

教育普及活動は県民との対話ツール（道具）である。

博物館の特性とそれを生かした調査研究の成果を集

約した教育普及活動の展開を図る。
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〔沿革〕
昭和46年　3月　岐半里百で高己念事業推進委員

会において、博物館の建設を

決定
4月　教育委員会社会教育課に博物

館準備担当を配置
6－9月　博物館懇談会を設ける

円楠田47年　4月　博物館開設準備室を設置展示

委員会を設ける
昭和48年　8月　起上式挙行

昭和49年　3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

H葡口50年　3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示主事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置
展示登別等製作完了

5月　開館記念式典挙行　一般公開

「巨匠　二人展」・「スポーツ栄光

展」
7月　皇太子・iiiJ妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年　5月　特別展「日本伝統l芸秀作展」

入館者20万人を突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別娃「鉄扇」

昭和5〕年　4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲骨」
7月　特別展「世界のコカネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年　4月　入館者40万人を突破

特別展「濃飛の先史時代」
7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月「視覚陪害者（触察）コーナー」

開設
日紹［55年　4月　特別展「宝暦流水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年　4月　特別展i美濃の絵馬」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「御血申よ生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年　4月　特別展「音質山の信仰」

入館者70万人を突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年　4月　特別展「岐阜県の考古遺物」

5月　入館者80jj人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷上の生んだ先覚者」

昭和59年　4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　予習とデオスタディコーナー

設置

特別展「濃飛の蘭宰」
昭和60年　4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別尿「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の力剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室Hを改装

昭和61年　4月　特別展「徳用の回香とくらし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室Iを改装

10月　開館iO周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさと
の祭り」

昭和62年　4月　特別展「飛騨の弥生時代」

入館者110lj人を突破

7月　特別展「外国から侵入した生

きものたち」

10月　特別尿i飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元
昭和63年1月　自然展示室Iを改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別展1ふるさとの湿原」

7月　中部未来博一88記念展「中山道
一美濃上六福一」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年　4月　特別展「濃飛の古墳時代」
7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月16　旧恐竜足跡化石白月問で発

見

10月　特別展「移ろいゆく年中行事」

11月　日本生命財周から図書「岐苧

県博物館総合案内」4．000冊の

寄贈を受ける
、lノ成2年　4月　特別展「輪中と治水」

7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ除幕

式グリーンアドベンチャー標

識設置（自然観察のこみち）岐

阜県博物館協議会に、「新しい
時代・県民ニーズに対応でき
る博物館の在り方について」

諮問
入館者は0万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から中間

答申
辛成3年　3月　岐阜県博物館案囚標識を設置

4月　特別展「ふるさとの木の文化」

7月　特別展「ふるさとの哺乳動物」

10月　置県120年・肢阜鹿児島姉妹

県盟約20周年記念展「鹿児島
－その自然と歴史－」

11月　入館者140万人を突破

平成4年　3月　岐阜県博物館協議会から「新

しい時代・県民ニースに対応

する博物館の在り方につい

てi答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの」－

交流する縄文・古代人－」
7月　特別展「恐竜土田・恐竜一誌

とロマンー」

10月　特別展「近間こ輝く濃飛の群

像」
平成5年　3月　入館者150万人を突破

4月　特別展「上と炎の芸術」

9月　29　日大聖は乳類足跡化石を美

濃加茂市で発掘
10月　特別展「失われゆ〈植物」

11月　「ハイパーハイビジョン風土

記」イメージシュミレーショ

ンソフトの完成

平成6年　1日　20　日マイ・ミュージアム棟起

工式

3月　大型は乳類足跡化石を展示」

4月　特別展「伸二生きる一一水運と

漁労－」
8月　恐竜の歯等荘川村で発見

9月　特別展「美濃山地の自供」

10月　入館者160万人を突破

12月　ユタ州訪問（花フユスタi95展

示化石の借用、交流の推進）
平成7年　3月　マイ・ミュージアム棟工事の

完成ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」美濃

路編ソフト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚」

化フェスタi95にユダ川恐竜化

石を展示
7月　マイ・ミュージアム（マルチ

メディア情搬センター）落成

式典挙行　　一役公開

8月　恐竜ゼミナールGTFU－95開催

一4－

10月　特別展「美濃・飛騨の古代史

発掘イ律令国家の時代－」
人定∴百年記念「i中空展」（名

古屋市と共催）

県下第1号として「マルチメ

ティア⊥二房・ぎふ」開設

11月　円空シンポシウム「世界にお

ける円空」

平成8年　5月　入館者170万人を突破

7月「離宮20同年記念展「恐竜の）ふ

るさとユタ」

8月　アメリカ合衆的ユタ州ブリガ

ムヤング大字附属地球科′習博

物館と友好提携調印式挙行
10月　飛騨美濃合併120周年記念農

「岐阜県の堀台維新」
11月　飛騨美濃合併120周年記念「文

化講演会」

講師　作家1回用人之氏

作家　出田智彦氏

平成9年　3月　ハイパーハイビジョン風上記

「ひだ・みの紀行」中山道編ソ
フト完成

4月　特別展「花と鳥のイリュー

ジョン一江IJの半田と芸術－

9月　特別展「薬草のふるさと伊吹」

日月　入館者180万人を突破

欄橋賞受賞「岐阜県博物館“マ
イ・ミュージアム’1－来るべ

き世紀の新しい博物館を目指

して－」財田法人日本博物館

協会表彰
平成10年　3月　ハイハーハイビジョン風上記

「ひだ・みの紀行」飛騨衝道・

郡上街道編ソフト完成

アロザウルス骨格標本展示

4月　ハイパーピジョン風上記「ひ

だ・みの紀行」完成記念事業：

風上記フォーラム「マルチメ

ディアで調べる岐阜の魅力」

7月　特別展「つのつのかぶとむし」

9月　特別展「能面へのいさない一

日山山麓から－」

平成11年　7月　特別展「悪制手代－モンゴル

と手取培群の恐竜たち－」

7月　入館者190方人を突破

9月　特別展「‾悪道時代」入館者4

万人突破
10月　特別展「水とまつり一古代人

の折り－」

10月　特別陳列「円空尿一塊を木に

刻んで－」

平成12年　7月　特別展「海を越えた明清一

ヨーロッパが愛した焼き物の

美－」
9月　掴別蝶「すぼらしさ束濃の自

然、再発見一一巨大とノキが見

てきた生き物たち－」

11月　入館者200万人を突破

平成13年　7月　特別展「あのころいた鳥－そ

う　いえばト　キもおったけ

な－」

9月　特別展「L代H国昭i皇国員、

国光一芝居、錦絵、中山道－）
11月　ハイビジョン静正面番組「石

たちの動物園」（マイミューシ

アムギャラリー）

全回ハイビジョン手づくりソ

フトフ＿「スタ2001グランプリ
、寸，章子I．CH

平成14年　2月　NED0　共同研究事業太陽光

発電システム完成

3月　バリアフリー対策事業小型モ

ノレール（スロープカー）完成



〔施設・設備〕
1　博物館

本館3階 

（ホ＿ル吹抜き，多念婁1 休憩 

人文展示室2　　　　　ラウンジ 

マイ・ミュージアム 　4階 �����7X48�������<�¥ｩ5x麌��ﾒ�������<��gｸｭ�,h､ｸ�ﾈ�(���X��=ﾈ･ﾒ�

マルチ 摺競売 室 マイ・ミュ－ジアム 3階 又�788ﾘ6X4(����ﾜ����蓼�衣9?��井���

欝墓室ハイビジョン 　ホール 　／ 俾�)飲y���������ﾙeﾘ���b���Tｩ()�r���里�

マイ・ミュージアム 　2階 ��7�����gｸｭ綿､ｲ�

（裏 手∴二三∴ ギャラリ－ 　収鼠摩 亦����ｸ埼�c��2�ｨ���i����c9_ﾉzH�9uｩ'��

●・－震葛こ　　　　　　　　　　　　・：糧に葵鵜臆臆漢音臆臆■王182曇曇曇臆臆臆臆園 

マイ・ミュージアム ����h､ｨｼR���:ｨ��

1階 ���

ヽ 

［∨ エント ランス まこル サービス 佗��

ヤード 俤X�r����

収 
霊長 

麟 
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・主要室（名及び面積）

本　　館 俯ｨ����kﾂ�面積（証） �7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8��書　　　名 冤ｩ���木,"�

1　階 ��c����ﾌ���c(���ﾌ��314．1 126．0 綿��､ｲ�エ　ン　ト　ラ　ン　ス　ホ　ー　ル 都h�C��2　　階 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｲ�202．3 第　3　収蔵庫 ���(�C��假ｸ����������������������ﾌ��25．3 

第4収蔵庫 第5収蔵庫 涛��CB�SX�3��俔H������������������������18．5 

3　　階 �6�487(5x8x987ｨ�ｸ8ｲ�+(������������192．3 47．0 

2　　階 俾��)5x麌���齷�)5x麌�uR�583．8 478．8 
4　　階 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(��4�5���5�5x4��206，3 郷土学習室 涛X�CB���x����������ﾞﾈ������������31．2 

講　堂 研修室 第6収蔵庫 ��sH�CR��8�C"��C(�C���������������ｨ������������43．8 

3　　階 ��ﾉ[i5x麌����ﾉ[i5x麌�uR�<�¥ｩ5x麌���ﾘ����{�｢�<�¥ｨ���ﾌ��942．2 478．8 ！93．2 232．0 142．8 

2　館外施設
自 ��百年全種章入口¶ 

然 機 ��－∴ 

費 の嬉 �7騷"�／ ／ 

み　， 冕8��(X��ﾎ2�閤 

ち・ii・・怠 ��H�r�ダ「高油酬宣 　　　旧纏山村民 

i“・：：ゝ ��

（1）自然観察のこみち

館内における“郷土の自然”の展示に対応し自然環境

の中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然

のすがたを観察でき・るようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万葉集の植

物の案内、ツツジの群生地、百草園、マンサクの林など

が設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド

ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aバネ

）レを設置している

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり藤橋村

になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐため、当時徳

山村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受け、昭

和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用

具なども展示し、無料開放している。なお、平成13年9

月、茅葺屋根の一部葺き替えを実施した。

十滴∴．∴ 劔���Dhﾎ���Hｩ8ｽ阨ｹ_�ﾙ�Uﾈｺﾘﾙ�恫ﾇｩ���������劍�依�����6r�

∴1／′‾ ��

一、出目新訂∵∵言霊謹宅i 
∴　ヽ： �� 

、国ij ��劔＼ 

∴」li〇〇〇が ∴「 懸 ∴∴ 劔 

○○－ 劔劔 

鶉遮姦擬髄鰭艶麗 劔劔観でi踵遜閣議i ��x耳�(耳�X��?�?��Y|r�耳�����ﾈ�r���6ｨｿ8�����h�h�h6x�����ｸ�ｳ�������������ﾂ�
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・様　　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　　材　ブナ・トチ

・建面積120．97品

・延面積197．48品

・間取　り　下図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　　根　入母屋、切り落とし窓つき

宣誓＝詩話町下町　　　　一〇‾ lT i （フトン 人家 幽 埴 出 ！床ノ 倅������h�b�W斡ﾙ()'Y���:譏�H�������H�8���H���������

聖三幸≡≒轟 
▲1階間取り図

I i j I 〔 �� 冓　　　　－I 劔‾‾”天井 � 剪�

揃 l 凾ﾌ 接 l I 俯��w��こく I I I ���N"����b���H������������������nB�剳ｨ置 

井＼天井／ 劔���*ﾒ� ������

・費憂剛のちに競市持崩’ 　　－　‾ 劔劍訷ｶi�ﾈ��Z因B�

Y　　　　　－ 劔剪���

、・／　　　i　壷 劔劔剪�

l川I紳屋根 劔剪� ��

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」 劔剪�

▲2階間取り図



Ⅱ　平成14年度　組織・運営

〔組　織〕

1機構

2　職員

平成14年4月現在

職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�����kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�

館　　　長 〔管理部〕 俘(ｻHﾔyEb���ｷｹ�9;��Y餾Hﾘｲ�〔学芸部〕 �9:��(����i69dﾙu��（マイ・ミュージアム担当） 舒(��Oh���x��k��

学　　芸　　部　　長 刮ﾛ　　長　　補　　佐 

教育委員会事務局参事兼管理部長 凵i人文担当） 刮ﾛ　　長　　補　　佐 估h��ﾞ���ﾔ���[b�

（管理調整担当） 刮ﾛ　　長　　補　　佐 剋閨@　芸　　主　　事 俔ﾘ�?��ﾉ(����?ｩNInﾉy慰��

課　　長　　補　　佐 刮ﾛ　長　補　佐（民俗） 俥(��ﾏｸ��ﾕ���Eb�（教育普及担当） 

主　　査 　〟 主　　任 粕曝葎��ﾙ���裵�〟　　　（歴史） ������ﾈ��ﾘ���謦�課　　長　　補　　佐 

山　田　郁　子 ��佶8�ｨｧxﾇﾈ皦馼�俟ﾈﾌ8�｢�長　屋　幸　二 ��佶8�ｨ攤��+x��^(��ﾛ"�豊　田　文　秀 

伏　屋　俊　宏 偃X����D8�儖ﾈ��ﾔ杏ﾈ�｢�岩佐伸一一一 石田克 井上好事 古田靖志 説田健一 脇本晃美 乂xﾇﾈｼik��I���R�����x��国　光　正　宏 

主　　　　　　　　事 傅ﾈ��}���uｸﾘ�yﾒ�（自然担当） 劔�ﾈ��gｸ������m"�

管理業務推進職 傅ﾉ8xｴ儖ﾂ�抦ﾋN��ｴ倡���ﾉ�ｩ�xﾆ)Oﾂ����ﾉu8����69_ﾈ���Yﾙ�騏)Oﾂ�課長補佐 課長補佐（植物） 学芸主事（地学） 主　任（動物） 学芸業務推進職（古生物） 

〔事業計画〕
1展示活動

展　　示　　名 弍ｨ����ｭB�主　　な　　展　　示　　内　　容 

常　　　　設　　　　展 �,ｨ����D��自然展示室は「郷士の自然とおいたち」と　同日士のさまざまな自然」をテーマに岐阜県 
の大地ができたようす、郷土の自然とあらまし、ふるさとの動物・植物・岩石を展示して 
いる。人文展示室は「郷土のあゆみ」と「郷士の民俗と美衝工芸」をテーマに郷土の原始 

時代から現在に至る歴史的な遺産や伝統的美術工芸品等を紹介している。 

春季特別展 滴��#h�仞��｢�温泉は、複雑な社会に生きる私たちの心と体をいやしてくれる大地の恵みである。そん 
「温泉展」 塗��3���?ｨ�｢�な身近で関心の高い温泉を科学の視点からとらえ、そのすぼらしさを羅介する。 

資料紹介展 「海外からやってきた 度��#����8��雕�｢�私たちの身の回りの自然の中にはもともとその地域にいなかった生き物が数多く見ら れます。この展覧会ではアライグマやセイダカアワダチッウなどの外来の生き物を適して 

生き物たち」 祷��#8�佇���雕�｢�人と生き物との関わりについて考える機会とする。 

秋季特別展 ����綛��7��｢�中山道宿駅制度制定から400年を迎えることを記念して、五街道の　つである中山道が 

「中山道　街道400年」 ���������?ｨ�｢�果たした役割や東西の文化交流の様子などを展示・紹介する。 

岐阜県図書館収蔵資料展 ����綛��7��｢�岐阜県図書館所蔵の古地図の中から中同道沿いの国絵図・道中図・温泉図名所旧跡図な どを‾二十し江一時、の人々の’、苦いとその北一山及び、百中の様工を体成し‾いただく機会 

「地図でみる中山道」 ���������?ｨ�｢�　展示、江戸寸代　　息過　　日見　過，寸　心C」一　六 とする。 

発掘速報展 ������h��7��｢�（財）岐阜県文化財保護センターが発掘調査・研究した美濃と飛騨の遺跡に関わる資料 
「いにしえの美濃と飛騨」 ��(���X��?ｨ�｢�を展示し、当時の人々の生活やその背景を紹介する。 

資料紹介展 「－、斤’と ��(��#(��?ｨ�｢�梁川星巌や村瀬秋水など江戸時代後期に活躍した岐阜県出身の学者や画家の書画を中 
足せぶるさの 　　文人たち」 �(��(��?ｨ�｢�心に紹介する。当時の岐阜県の文化水準の高さを感じていただける内容とする。 

日本まんなか共和国博物 十六：去・‘止iノ＼了面 �(�纔��?ｨ�｢�古代、伊勢神宮に仕えた皇女を斎王（いつきのみこ）、その宮殿や役所を斎宮（いつき 

館又仇事業特別企ii 「よみがえる幻の宮」 �8�纔��?ｨ�｢�のみや）といった。斎宮歴史博物館の所蔵品を展示し、古代の華やかな文化を紹介する。 

平成14年度新収蔵資料紹 介 �8��#��冦��｢�H�纔���X�｢�14年度に収蔵した資料を紹介する。 

マイミュージアムギャラリー 侈yj�,ﾉ�h･Xｧx�,ﾉ�ﾈ惠,h+X,H,ﾈ5(8ﾈ4�5h8x98.(ﾞﾉV�/�ｯｨｭH/�ﾈ�-�,I5x麌+x.��(�倬�.X岔Uﾈ����｢�
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2　平成14年度の教育普及事業

事∴菜∴名 弍ｨ����&ﾂ�‡寸　　　　象 ��Tﾆ��р�内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 

特別展講演会 蜜��#b�同番 ��8ﾕﾘ�｢�温泉はなぜからだに良いか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11本温泉協会会長：木零余人夫さん 

特別展講演会 文化講演会 末�����B�・般 ��3��早女和宮と中川通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信相町歴史資料館顧問：松、上乗十一さん 

記念講演　会 ��(����同芝 ��8�x�｢�古代の開発一一人と日粟の格闘の歴史一　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良女子大半教授：広瀬相碓さん 

博物　館　議∴呼 滴��#B�教育関係者 鉄��博物館活用説明会 

5′／　4 �ｨ耳ﾕ｢�は0 �+x-ｨ.x+X*)?ｩgｸ,ﾈ孳�(��ﾜIJﾘﾊ��

5／／25 �ｩL｢�20 舶H咎w�ﾗX����7ｨ耳耳8�7��ｸ5y�xﾞﾈ�｢�

6／　2 �ｨ耳耳自L｢�は0 弍)Xﾈ,ﾈｴ8�ｸ,ﾈ*掩(����������������������������������������������������������ｯ)Xﾉ&饑ｸｴ8�ｹ�Hｴ8�ｹuﾉY襍��

6／／15 �ｩL｢�20 舶H咎w�ﾗX����ﾈ����[h��ﾞﾉ�ﾆ亦�

8／27 仆8支ｭhﾅx�"�50 僣饂渥乖�ﾟｶ冖陞��

9／128 �ｨ耳ﾕ｢�20 舶H咎w�ﾗX������Uﾈﾇh螽�｢�

10／12 俛�_2�日0 �(i:�;�,iOﾉEｨ,ﾈ��｢�

12／　7 ��YL｢�20 舶H咎w�ﾗX�綿�饉h����ﾞﾉ�ﾈ�f��

1／12 �ｩL｢�20 舶H咎w��8ﾗX�儘ｸ耳8�7��ｸ5xｭHﾞﾈ�｢�

1／／19 �ｩL｢�130 �-8.�+8,h,ﾉ[i�ﾈ��|��ﾉ���,ﾉ�ﾈ,h輅�ｨ��������������������ｯ)Xﾈﾔ鮎hﾘ)9冢)Kｸ��ﾕｩkﾉu�=hｵｨ�hﾝt末�;儻h+8/��

1／26 �ｩL｢�130 仗��(-8.�+8,h,ﾉ[i�ﾈ+ﾘ+��

2／23 �ｩL｢�20 舶H咎w�ﾗX��儷ﾈﾇh螽�｢�

3／　2 �ｩL｢�130 �48985��ｸ6ﾈ6(6x,ﾈｮ��(ｵｨ���

3／’9 俘(ｮ"�130 儷��?ｨｭH��YX+h,ﾈｯ)Xﾂ�

H　然∴勧∴察会 滴���B�一般 �#��ギフチョウを観察しよう 

5／19 �ｩL｢�30 弍)Xﾈ,ﾈ孳�(ﾋｹ&陝���684��ｸ耳��*�ｨ����ﾞ(孳�(ｻﾘ�｢�

7／21 ��X���30 �5ｨ7�,ﾉl(*ｹ�ｨ/�[x+�*B�

8／25 ��X���30 �5ｨ7�,ﾉl(*ｹ�ｨ/�[x+�*B�

i／26 俘(ｮ"�20 俘)D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X�686X985������������������������������������������������������������ｸﾋI*ﾉ|x+8/��

3／22 �ｩL｢�20 佻ﾉD靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984��

たのしい博物館 滴��#��同芝 鼎��マルチメディアで調べよう　ふるさと岐阜 

4／21 �ｩL｢�20 俾��(,ﾉ$)�ﾈ,i��,ﾉz&末�,Yuh-ｨ*H��������������������������������������������������������������(i68鬨ﾋ8+8/��

4／28 ��X���25 �7�4ｨ/�,(*ﾘ+�*B�

5／　j ��X���jO ��X��,Xｹﾈ-IH饂渥�-iH饂渥�4ｸ486�6ﾘ4�耳耳爾�

i／19 �ｩL｢�40 �6�987H8�8��ｸｻ8��佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ��������������������������������������������m��ｨｶywI(�+8/��

6／1 ��X���30 �<�¥ｩ5x�X孳�)5x�i5x麌�����

6／　8 俛�_2�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*H��孳�(,ﾉ�(､R�

6／　9 傅ﾈ��h決�2�30 �ｹ��/�ﾊ�,(*�.h*B�

6／22 �ｩL｢�30 �<�¥ｩD��X孳�)5x�i�X麒h����

6／23 ��YL｢�40 俶I�t迄��9iD�,X��}h咥+X/�,(*ﾘ+�*H�ｸ耳���������������������������������������������������������靈I[iu�+8/��

6／30 �ｨ耳ﾕ｢�20 僮(�8,ﾉ$)�ﾈ,h�廩,ﾈｪ��,Yuh-ｨ*H�����������������������������������������������������������ﾈ�,(ﾋ8+8/��

7／　7 傅ﾈ鬩�h決�2�40 乂�+X*(48985��ｸ6ﾈ6(6x,ﾉ�(､R�

7／20 傅ﾈｧy�h傑��40 仆�{86�486x684��ｸ�冢�,ﾉH饂渥�%Hﾉ��｢�

7／／27 ��X���40 �'ﾈ,X*�.�+�.�/�,(*ﾘ+�*H���������������������������������������������������������������������靈I[iu�+8/��

7／28 ��X���30 �4�8�484�7ﾘ,ﾈ､x/�V�+�*B�

7／28 �ｨ耳ﾕ｢�30 �5hｴ�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

8／　3 �ｩL｢�40 �5�6x�ｸ987�48986X4(984�8��佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ���������������������������������)YH*(,8-ﾘ+8/��

8／　4 ��ｸ自L｢�30 �-ﾈ*ｨ�/�,(*ﾘ.ｸ*B�

8／10 �ｩL｢�40 �6��ｸ6�4ｨ�ｸ7(984�8�����������������������������������������������������鯖:���自~���+8/��Y6餾Hｹ韈�+8/��

8／11 ��ｸ自L｢�20 俾��(,ﾉ$)�ﾈ,h廩,ﾈｼ盈ｨ,Yuh-ｨ*H�����������������������������������������������������������侭w�鬨ﾋ8*ｸ/��

8／13 ��X���30 ��Y{�,Xｧx-IH饂渥��ｹH饂渥�4ｸ486�6ﾘ4��ｸ-b�

8／／14 ��YL｢�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*H��ｴ�嶌�ﾈ�9Z��

8／15 ��X���30 �4�8�484�7ﾘ,ﾈ､x/�V�+�*B�

8／16 8／？4 �ｨ耳自L｢�40 �-8.�+8,hｯ)Xﾈ/�+(-x.h*B�4�485�,Y%Hﾉ�H饂渥��
一般 

9／8 9／15 傚y�ｲ�40 ��������b�48985��ﾈ6ﾈ6(6x,Xﾔﾈ*ｨ.偖ｸ��8�487B�4�485�,Y%Hﾉ�H饂渥��
一一校 

9／2〕 �ｩL｢�40 ���������ﾂ�5�6x�ﾈ987�48986X4(984�8��僖���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ���������������������)YH*(,8-ﾘ+8/��

9／29 俘(ｴﾒ�40 �:佗ﾈｻ8��佻���,hｸﾘﾎ8,ﾃ(����邵�ｨ����������������������������������������ﾘC��ﾔi:�*ｸ/��V��｣��gｹd�+8/��

iO／’／6 ��YL｢�30 �<�¥ｩ5x�Y(h�);���･�;鼎��D��i���ﾉ+ﾈｨﾙ���

iO／i〕 �ｩL｢�20 俾��(,ﾉ$)�ﾈ,h�,ﾈﾖ(�(,Yuh-ｨ*H������������������������������������������������������������(i68荿ﾋ8+8/��

10／14 傅ﾈ��h決�2�40 �ｹ��/�,(*ﾘ.ｸ*B�

10／－／〝／19 �ｩL｢�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*F�(h�;��

10／／／27 �ｩL｢�30 �<�¥ｩkｨ�Y(i�ﾉ;���･�;鼎��D����ｩ5x麌�����

11／10 ��X���40 ���,ﾉ�)*Hｻ8�自��,�+x-�:饂�/�,(*ﾘ.ｸ*H-h�������������������������������������)*Hﾞﾈ徂���Ynﾉ�ﾙu�+8/��

11／17 ��YL｢�40 �7�987H8�8��ｸｻ8��佻���,hｸﾘﾎ8,ﾃ(����邵�ｩm��ｨｮﾉOﾉ(�+8/��

11／23 ��YL｢�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*H��ｻ�{8,ﾉ�(､R�

11／／24 �ｩL｢�200 �;�(,ﾈ��.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*H���������������������������������������������������������������ﾈ譏ｭH�+8/��

12／　8 俘(ｴﾒ�40 刎�Yx/�,(*ﾘ.ｸ*H���靈I[iu�+8/��

12／15 ��YL｢�40 �.ﾘ.xﾝy�ﾘ自�8ﾈ�,ﾈ�ﾈ.�/�,(*ﾘ.ｸ*H耳������������������������������������������������������:��4俐h+8/��

12／22 �ｨ�YL｢�20 俾仍�,ﾉ$)�ﾈ,i7�,ﾉz&又�,Yuh-ｨ*H������������������������������������������������������������(hｭH��ﾋ8+8/��

i2／23 ��YL｢�40 �H.�+�/�,(*ﾘ.ｸ*H����������������������������������������������������������������������fｹ�ｩ{(貂*ｸ/��

1／　5 ��YL｢�20 俯Y��4X4�6(6�984��

2／　2 �:�｢�30 ��X��,Yuﾈ-Hｹ�&Ymﾈｭｨ�ﾙ9mﾈ�ﾈ4ｸ486�6ﾘ4�耳爾�

2／　9 傅ﾈ�ﾈ��ｹﾙD��X���40 ��ﾈ,ﾈ��.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*B�

2／は 傅ﾈ��hｴｸ���40 兀�,ﾈ��.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*B�

3／16 �:���20 俾��(,ﾉ$)�ﾈ,i���,ﾉz)�ﾈ,Yuh-ｨ*H����������������������������������������������������������(hｸﾈ皦ﾋ8+8/��

3／23 ��YL｢��4�485�,Y%Hﾉ��僣饂渥��

特　別　行　事 滴��#��X�絣�一般 �3���3���春のグリーンアドベンチャー 郷けI和太鼓　　　　　　　　　帖早出立同士苧結合亨席悟詳三宅校大i’出的）甚÷／ 
一般 

5／6 5／12 俘(ｴﾒ����,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｳ"��i�(ｴ冖�.�*)j)x�-h�8��*�.x,ﾉ��(i�ﾉmﾈ�������������)�ﾈﾙXﾌ9gｹ�8ﾌ9z(6ﾘ�h�g���ｷ)YH,ﾉNH*ｸ���
＿－IL 　丈 

10／　6 傅ﾈｧy�h決�2�40 兀�Hﾊyzxｻ�{9H饂渥侈傴h6�5�684��ｲ�

10／13 俘(ﾕｩ�h決�2�20 �+ﾘ/�+8*ﾘ��(h�);��

10／20 傅ﾈｧxﾍﾉD��h決�2�40 仞��h�(,ﾈ峪�隰��6�5�684��ｲ�

10／26 �ｩL｢�300 做�,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

iO／27 �ｩL｢�130 俎X��hｯ)Xﾈﾊx*�.x蝌�+x.��Y�ﾈ,ﾈ峪��,h+ｸ,ﾈ���h鮑,ﾈ��gｸ���������������������hｨ9�X鬨ｻ8��hｸﾉo9=x�X*ｸ/��

11／　3 �(h��h決�2�400 儷9D靠h���YH饂渥�/���h+X.h*B�

1／　7 ��ｸ自L｢�400 俯Y��*ｨ.H/���-x.h*B�

3　マイミュージアムギャラリーの展示（マイミュージアムギャラリーの展示については出展者の責任で行われます。）
展　示　期　間 偬�������5x�������"�剌o　　　　　展　　　　　内　　　　　容 

4／　2－－　5／　6 ��Eｹti;��X��&���ｨ�968ﾏｸﾆ8裵�剩�Z力の粋・飛鳥、 �%���.��ﾈﾛｸ,ﾉjﾒ�

5／12－－∴6／ie ��ﾈ�|x譏�X揵�ﾄ��偬�&｢�二人康一切手とコイン・i 劍�X�b�、「の： ��i�闔｢�

6／23－∴8／　4 �ｩYH�8���丁 剿��ﾉ生きてへある軟式 劍��7��；稀、 亢�,ﾓSs郁靼x,ﾈｴﾉ��ﾂ�

8／10－∴9／16 ��97��8ﾈ��武・岐－し’ ��ﾈ鑄橙�折り紙の魅力一線の織（i）なす夢の世界一 

9／22－11／　4 仗��4曳ｹOﾈ��ﾔ杏ﾈﾊHｸh橙�剿恪藻似莱�ﾌ華－ 僮帰りしたL雷の美一一 

ii／10－12／23 ��I,����剔n作人形のi母上 剏瘡ｾ）かける大杉たち－ 

i／　4－　2／ii 丶8､�gｹ�ﾉKﾉhyF位ﾘｯ)Xﾈﾊxｻ8踪,ﾈ橙�剽tしい世界の賓葦 ���樣5x�ﾈ8��ｸ8ﾘ6(7��Yfｸ4�8�8ｨ4ｨ�X4�5ｨ4�6ｨ4�l��ﾂ�

2／16－－∴3／23 ��ｨ蕗jH匯Oﾂ�刄潟＜Cクの美－ 畑ｸX,冲H+X*(8ｨ5H484�8ｸ6x�ｸ8ｸ7�48986x4�8�7H6x,ﾉj84ｨ�ｲ�

ー8－



Ⅲ　平成13年度のあゆみ

〔職員〕

1職員名簿

職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�

館　　　　　　　　長 俘(��ｻH��ﾔx��Eb�〔学芸部〕 �9:��(�����68葈���課　　長　　補　　佐 估h��ﾞ���ﾔ���[b�

教育委員会事務局参事兼管理部長 做�ｷｹ�9;��ﾌ9�ﾈ譎��学　　芸　　部　　長 刳w　　芸　　主　　事 俔ﾘﾏｸﾉ(����卷�ｩ�9Tb�

〔管理部〕 凵i人文担当） 凵i教育普及担当） 

（管理調整担当） 刮ﾛ　　長　　補　　佐 刮ﾛ　　長　　補　　佐 

課　　長　　補　　佐 刮ﾛ　長　補　佐（考古） 俥(��ﾏｸ��ﾕ���Eb�（兼）課　長　補　佐 乘���68���8��Tb�

主　査 〟 〟 主　事 傅ﾈ���ﾈ��U8ﾘx���課　長　補　佐（歴史） ������ﾈ��ﾘ���謦�学芸嘱託員 　ケ 儻���68��ﾔｸ賈��

中田郁子 小池袷紀 小林夕香理 ��佶8�ｨ攣+y^(ﾛ(�冕��ﾘ�｢�益D8�儖ﾈ��ﾔ杏ﾈ�｢��俾��)%99h�｢�青木靖浩 岩佐伸一 石田克 井上好事 古田靖志 説田健一 河尻清和 岩田正雄 剏ﾋ　塚　幹　男 

業務嘱託員 ′′ ′′ 〟（～6月） ／′ 〟（7月－） �ﾘﾘxｴ倡ﾒ�ﾛ)Hﾉh9z"�揵8xｴ儖ﾂ�[ﾘ皐ﾕﾙz(���抦ﾋI�雍倡���ﾉ�ｩ�xﾆ)Oﾂ����ﾉu8���課長補佐 課長補佐（植物） 学芸主事（地学） 主任（動物） 学芸嘱託員（地学） （マイ・ミュージアム担当） 学芸主事 

2　異動

転出　　課長補佐兼自然係長　　鹿　野　勘　吹

課　長　補　佐　　松　田　千　時

主　　　　　　　任　　木　嶋　千　時

退職　　館　　　　　　　長　　遠　藤　祐　伸

次長兼総務課長　　伊　藤　金　夫

業　務　嘱　託　員　　市　原　麻利子

〟（6月30日）　平　井　江里子

3　歴代館長名簿

在職期間（年度） 倩�������kﾂ�

l 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 

2 傴ｩ��S)D���諸��SID��松　尾　克　美 

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　橋　桃之輔 

4 傴ｩ��SyD闔ｨ諸��S吋��吉　本　幹　彦 

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 

6 傴ｩ��c�D闔ｨ諸��c�D��廣　田　照　夫 

7 傴ｩ��c)D���諸��c9D��森　崎　利　光 

ー9－

転入　　館　　　　　　　長　　高　橋　宏　之

教育委員会事務局参事兼管理部長　宗　宮　正　道

課　長　補　佐　　石　田　　　克

課　長　補　佐　　早　川　克　司

主　　　　　　　査　　小　川　百合子

新任　　業　務　嘱　託　員　　西　村　千恵美

〟（7月1日）　渡　遠　祐　子

在職期間（年度） 倩�������kﾂ�

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D闔ｩ[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 

9 兌ﾙ�ﾃ9D���[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 

10 兌ﾙ�ﾃYD���[ﾙ�ﾃiD��横　山　勢津男 

11 兌ﾙ�ﾃyD闔ｩ[ﾙ�ﾃ吋��清　水　廣　美 

12 兌ﾙ�ﾃ僖���[ﾙ�ﾃ��D��高　田　　　晃 

13 兌ﾙ�ﾃ��D���[ﾙ�ﾃ�)D��遠　藤　祐　神 



〔日誌抄〕
当成13年度
4．1日支苧県1即勿鮎報」第24号発行

22

22

28

28

月22日）
のハードウオノチ

「自然の達人と春の甲山

そ信の世界へ上」（一

夕ー研修
、ケ′＼／全、

ルナメディアで調べ

ベンチ

で探検

ー講演会「動

「温良入門1」
「ハイビジョン番組を作って

つく

本博物館

掌ツアー

「ハイビンヨン番組を作って

コ－

9月leil）

トツアー・

ジョン番組を作って

ヤラリー関連特別企

う」

8．1マイミュージアムギャラリー「石ころた

2－3　IT基礎技能講習Aコース（10人）
2－3　東海二県博物館協会交流有用参会（於：伊
勢同
4　たのしい博物館「バードカービング教室

1」

5　たのしい博物館「バードカービング教室
21

7－8　I T基礎技罷講習B　コース（40人）
11－12　たのしい博物館「恐竜ナイトツアー
2・夜の博物館探検」
12　たのしい博物館「自殊の達人と夏の里山
で遊ぼう」

15　たのしい博物館「親子で予ぶ博物館1」
17　だのしい博物館「長良川の川原の石の観
察会」

習ll　コース（10人）

ピジョン番組を作って

よ

＼∴＼

ンペインティング教室」

基礎技能講習B　コース（40人）
、博物館「マルチメディアで調べ

の世界」
叶事物館「インターネノトで広が
惰報」
基礎技能講習Aコース（10人）
i「化石ゼミナール1・恐竜時代

い博物館「クイスで探検！博物館

ユージアムギャラリー「歌舞伎に
ト11月4旧

団十郎と団員、国男」（へ

月4

ゼミナール2・講演会」

化石を見

中央
（－11

3　特別行事i白“年公園・博物館を写生しよ
う」
4　特別行事「化石ゼミナール4・観察バス

（へ－

物館「自然の達人と秋の印］

で遊ぼう＿」
14　たのしい博物館iハンフラワー教室午前
の部・午後の部」

20　博物館講座「ふるさとは心の烹」
26　たのしい博物館　く昔の〈らしを体験しよ

う1」

27　たのしい博物館「徳両の〈らしを体験し
よう」

2．3　たのしい博物館「晋の〈らしを体験しよ
う2」

3　博物館講座「ポ

21新収蔵賓科紹介尿中（－4月14旧
24　たのしい博物館「自然の達人と早春の甲
山で遊ぼう」

27　モノレール（スローフカー）聞通式
31たのしい博物館「クイスで探検口許物館

〔岐阜県博物館協議会〕
当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、また意見を述べる機関として、岐阜県博物館条例（昭和51年）

第2条及び第3条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

〈開催状況〉

月　日　平成13年7月24日

場　所　岐阜県博物館　講堂

議　事・博物館の運営について
－顔の見える博物館「21

世紀剰博物館」を目指し

て－

◎会長　○会長代理　　　　　　　　　　　　　　（平成13年3月31日現在五十音別）

任期は、出光12年7月26日へ、同友14年7月25H
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〔実施事業の概要〕

「博物館での多様な教育サービスの提供」と、「顔の見

える博物館」を目指して、平成13年度は、特別展と資料

紹介展をそれぞれ2本、共催展など4本と　8本のマイ

ミュージアムギャラリーの展覧会、80本余の楽しい博物

館事業など、例年になく多くの事業を展開する中で展覧

会場や常設展示場内などで積極的に展示解説など来館者

との対話に努めた。また、デジタルアーカイブ事業やソー

ラーエネルギー活用事業も推進した。

博物館前の坂道側面には、モノレールを設置する待望

のバリアフリー事業も実施された。

l　調査研究事業

人文分野では、歌舞伎、中山道、昭和のくらしなどの

テーマに基づいて調査研究をすすめた。

自然分野では、里山に生息する動植物の分布や生憩、山

菜や薬草の分布、温泉などの調査研究をすすめた。

2　展示活動

特別展では、自然分野展が寄贈資料を中心に、レッド

データープックをテーマに展示したもので、環境保護と

ともに郷土の先人の遺業の顕彰など、時代にフットした

親しみやすい展示と高く評価された。人文分野展では、岐

阜県の文化を掘り起こし、岐阜の特質を浮き彫りにする

という、本館の使命を遺憾なく発揮した展示で、非常に

質の高い展示と評価された。

資料紹介展では、自然分野がこんにゃく石など不思議

で、親しみやすい石の展示やハンズオンを豊富に導入した

展示で、人気を博した。人文分野では、資料寄贈者の積極

的な協力と人間的な魅力で非常に大きな反響を博した。

他施設との共催展示として、例年の発掘速報展のほか

岐阜県図書館の収蔵資料紹介展を開催した。

また、本年度から滋賀、三重、福井、岐阜県の四県で

構成する日本まんなか共和国の交流展として、安土城考

古博物館所蔵品紹介展を開催した。貴重な資料が多く展

示され、歴史に関心が高い多くの方々の好評を博した。ま

た、多くの県民の要望に応えて、臨時に特別企画した高

橋尚子展は、準備に困難が予想されたが、選手やその関

係機関の協力を得て、盛大に開催することができた。

3　資料収集活動

人文分野では、刀剣の鍔や花瓶など当県ゆかりの品を

購入した。また、民具などの寄贈があった。

自然分野では、恐竜ステゴサウルスの全身骨格（レプ

リカ）を購入した。また、カタクリ群落ジオラマや動物

剥製標本の依託製作を実施した。また、県内動植物の採

集、標本の寄贈を受けた。

4　教育普及活動

体験・講座などの「たのしい、博物館」や「特別行事」

など、80本余の催し物を開催した。また、闇市の小・中

生徒の博物館活属事業や、その他の学校利用への便に資

するよう「博物館での学習活動例」や「ビンゴゲーム」を

作成するなど、博物館での学習活動の活性化を図るべく、

様々な事業を積極的に実施した。

展　　示　　名 弍ｨ����ｭB�展　　　　　示　　　　　内　　　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常　設　展 僖���ｭB�・人文展示室1の考古、歴史、人文展示室2の美術工芸および民俗資料の展示替えをした。また、人文展示室1の ��
前に（財）岐草原文化財保護センター展示コーナーを新設し、半期ごとに展示替えをした。 
・自然展示室2の天然記念物のコーナーの大部分を岐阜県のレッドデータープックコーナーに変更し、イヌワシ、ミ 

カワバイケイソウ等、岐阜県の絶滅危惧種を展示した。 

質料紹介展 滴�����ﾃx�繧�今回ま、館蔵の地学資料の中から、魅力ある「石」を紹介し、石の魅力や人と石とのかかわり、石で遊べる体験 ����3c�2�

「ようこそ石の世界へ」 刄Rーナーなどをとおして、石に親しむ機会とした。 

特別展 「あのころいた烏」 ーそういえばトキもおったけなへ ��半成11年度に寄贈を受けた、明治から昭和初期に収集された鳥のコレクションの中から、レッドデータープックを ��8�3ゴ2�

テーマに貴重な鳥類の生態や保護の様子を、触れる剥製や鳥の鳴き声などのハンズオンと　一緒に分が）やすく紹介した。 

特別展 「ヒ代目団十郎と団員、国労」 一芝居、錦絵、中山道－ 祷��3��ﾃ���紕�江戸時代を代表する歌舞伎役者、七代目前川団十郎は美濃でも舞台をつとめ大変な評判を得ていたことを、七代 ��(�3##2�
目の愛用品や舞台の様子が描かれた浮世絵などで紹介した〉　また、伊奈波神社境勺のいなば芝居の様子や歌舞伎文 
化を、ヒ代目の姿をよく描いた淫しり：絵師・歌Ii1回貞、国芳の役者絵や木曾街道の浮世絵、まねき、あぼれ英斗など 
の展示やパソコンやツケキ、雨団扇などのハンズオンとともに楽しく分かりやすく紹介した。 

岐阜県図書館収蔵資料展 古地図にみる世界の広がり ����緝�ﾈ�����紕�岐阜県図書館が収蔵した古地図を、展示公開することとなり、本年度は、その第一一回の古地図展が開催された。 又ﾃ3�b�

ー近世のヨーロッパ・日本人が 見た世界・アジア・日本一 剴W示は日本人の描いた串本、ヨーロッパ人が描いた日本など4コーナーから構成され、34点の古地し型が紹介された。 

発掘速報展 「いにしえの美濃と飛騨」 主催：（財）岐阜県文化財保護セ 　ンター ������x-c�(���b�埋蔵文化財の保護活動の一一一環として、口上上遺物を県民に公開するため、この展覧会を全回しているく二　今回は、縄 滴��ン"�

文時代の押型文尖底深鉢や古墳時代の切了∴十三、耳環、臼玉など、平成11・12年度に調査された12遺跡からの出上 
遺物、約600点が展示された㍉ 

賓科紹介接 「ゎたしの徳山」 買�8����������B�当館は、平成12年、増出たづ千氏から同氏が据彰された旧徳山村の記録写真389点の寄贈を受けた。この寄贈賞 塗��3���

～増出たづ子故郷の記録～ ��料の一一一部と展小写真パネルの中に登場する民具等を紹介した。， 

日本まんなか共和国博物館交流 事業特別企画 「信長、安土より来る」 安土城考古博物館所蔵品紹介展 買�B�(�纔�ﾃ8�����交流館の協力により、滋賀県の特色ある歴史や文化の紹介として、安上城考古博物館の所蔵品の中から、信長、 度�3�c"�

秀吉にかかわる資科や安土桃山時代の歴史資料、安土城跡出土遺物など約50点を展示したふまた、県民の協力で安 
上城の復元資料の一部を展示した。 

特別企画 買�B�8��#��ﾃH���B�当館は開館記念財こ「郷土スポーツ栄光康一　を開催し、世界で活躍した当県出身選手の偉業を紹介しだ　今回よ �(�CS�2���8ﾈ饂ｨ�｢�
「春l飾このって」 剔ｽくの県民の要望に応え、オリンピ、ノクマラソン金メダリストの高橋尚子選手の偉業を称え、同選手のさらなる飛 
一高備品手選手の記録－ 剞曹�ﾚ指した姿をとおして、青少年の「であい、夢、感動」を育む機会とした。 

辛成13年度新収蔵賃料紹介 買�B�8��#���H���B�平成13年度の新収蔵資料を20点紹介したこ �(��X,ﾒ���8ﾈ饂ｨ�｢�

マイ　ミュージアムギャラリー 買�8�������B�銀鱗の魚皮拓展（4月－3／6〉　　　　　　　　　　　　織部の詩・水彩の詩（封13－－6／17） ��

～清流の美術品一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一陶芸と水彩画の作品展－ 

絵と音のファンタジー（6／24－7／29）　　　　　　　石ころたちの動物園（8月へ9／16） 
～パイプオルガン・歌の絵本一　　　　　　　　　　　　一ストーンペインティングの世界へ 

4／1－∴∴3／24 �&陷ﾉY�ｮｨ,ﾉj9|ﾘ�祷��#8�ﾈ�ﾉw�H�ｨ��������������������ｭh�X�?ｩ���,ﾉ_9Z��末������ﾈ�ﾃ�(��#H�｢�
ー芝居絵と写真の競演一一 

楽しい世界の資料紹介擾（1／－42川）　　　　　　　パッチワークキルト展（2／17－－3／24） 
へ中近東・アフリカ編へ 
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〔特別展〕
一夏季特別展－

1展覧会名称

「あのころいだ寛　一そういえばトキもおったげな～」

2　開催期間

平成13年7月20日（金・祝）～9月16日（日）

3　趣旨

博物館では、岐阜市在住の柳原亮一さんから鳥類標本

1521点の寄贈を受けた。標本は亮一さんの父、要二さん

が明治後期から昭和初期に収集したものである。コレク

ションの多くは折居彪二郎、籾山徳太郎など著名な採集

人や研究者が採集したもので、中にはすでに見ることが

できない鳥類の標本も含まれていた。現在、生息地の破

壊や外来種の侵入など絶滅の危機にある鳥類が増えてい

る。特別展では、貴重な財産をどのように未来の世代へ

伝えるかを考えるきっかけになればと考え、膨大な柳原

コレクションの一部を展示し、同時に、日本の絶滅のお

それのある鳥類について紹介した。

‾‾‾‾‾嵩隷 ������,���I�ｶ凩越94ﾘ��耳ﾆ�,)�9>ｩ}�������h��ｩf������h�����鱗懸繋畿一一i瀾 

酵〆 �%��トキ年子博 樹〃（岬on 

∴　　　　　　　　　：「∴∴‥：千千一 
で鋤とまる小鳩 相接諒ことが衛田となり貴誌＝述 

綴綴擬 ∴∴一丁∴ �� 
∵∴ 

4　展示内容

（1）絶滅のおそれのある鳥

日本では、トキを含めて14種の鳥類が絶滅し、121種

が絶滅のおそれがあると考えられている。ここでは、ト

キ、アホウドl）、ヤンバルクイナ、クマタカなど約90種

について剥製や写真資料で展示し、これらの鳥類をとり

まく状況を紹介した。

（2）柳原さんが集めた鳥

柳原要こさんが明治から昭和初期にかけて収集しだ鳥

類標本は、息子の亮一さん夫妻によって、完璧な状態で

保管されていた。これらの標本のなかには、岐阜ではす

でに見ることができないサンカノゴイ（サギのなかま）や

ー12一

明治から昭和にかけて活躍した動物採集人、折居彪二郎

が台湾、旧満州、八重山諸島で採集した歴史的に貴重な

資料がたくさん含まれていた。ここでは、柳原コレクショ

ンから、当時の博物学の発展に多大な貢献をした折居彪

二郎の資料を中心に紹介した。

（3）ふるさとの野鳥

ここでは百年公園で観察されるシジュウカラ、メジロ、

ヒヨドリなどの身近な鳥類を紹介した。

（4）その他

・鳥のからだを調べよう：ここでは、トビ、ハイタカ、オ

オミズナギドリなどの剥製を手にとり、鳥の翼の形や

大きさを比べることができるようにした。また、烏（ア

オサギ）とは乳類（ニホンザル）の骨の重さを比較で

きるように展示した。

・世界のライチョウ：内山春雄さんが製作したライチョ

ウのバードカービングや世界のライチョウの剥製にさ

わることができるように展示した。

・はく製製作過程：はく製はどのように出来上がってい

くのか。ここでは、剥製師の仕事を紹介した。

5　関連事業

（1）鳥見島旅探検隊報告会　7／1（日）

（2）特別展見学ツアー　7／28（土）

（3）バードカービング教室　8／4（土）、5（日）

講師：内山春雄（野鳥彫刻家）

（4）特別展講演会「なぜタカを守るか」8／26（日）

講師：遠藤公男（動物作家）

日本野鳥の会岐阜県支部後援



ー秋季特別展－

1展覧会名称

「七代目団十郎と国貞、国芳　一芝居・錦絵・中山道－」

2　開催期間

平成13年9月30日（日）～11月4日（日）

3　趣旨

本展覧会は、江戸っ子が支えた様々な文化から歌舞伎

と浮世絵の世界を取り上げ、美濃にもゆかりのある事象

を中心に構成した。江戸時代後期を代表する歌舞伎役者

の七代目市川団十郎は、天保の改革で答めを受け、江戸

を追われた。一時、岐阜の舞台にも立ち、当地で熱狂的

な支持を受けたという。また、彼と親交のあった浮世絵

師・歌川国貞（後の三代歌川豊国）は、歌舞伎役者と中

山道を組み合わせた浮世絵のシリーズを発表し、好評を

得、また、彼の弟弟子に当たる歌Ii1回芳も中山道をテー

マにしたシリーズを発表した。

本展覧会では、このような江戸の事物が、美濃とも深

いゆかりがあったことを紹介するものであり、江戸と上

方のなかほどに位置し、双方の文化が融合した美濃とい

う地域を再認識していただく機会となれば幸いである。

4　展示内容

本展覧会は、大きく　4つのコーナーから成り、歌舞伎

と浮世絵から江戸時代の華やかな文化を偲んでいただけ

るようにした。

（1）千両役者・七代目団十郎の世界

江戸時代後期に活躍した七代目団十郎は、助六や東海

道四谷怪談など、今に残る名芝居を演じた。江戸追放後

は、各地の舞台に立ち、嘉永3年（1850）には、岐阜の

舞台に立った。これら花形役者を偲ぶ資料を浮世絵や遺

愛品を中心に展示した。
・歌川国安　東海道四谷怪談浮世絵

・歌Ii旧貞　七代目市川団十郎の弁慶　など

∴当ヾ∴∴一〈 ）、1讐盤・－i �� ��ーJ i 

球 劔il 

‾i蕊 ‾登翠 ���-B� 

i＿詳ミ；。。一、1 劍��ｻ馥ﾒ��r�

七代目市川団十郎遺愛　三升紋蓋付茶碗
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（2）三代歌Iii豊国（国貞）の木曽六十九駅

七代目団十郎と親交のあった浮坦絵師の三代歌川豊国

（団員）の手になる、役者と中山道の宿駅を組み合わせた

浮世絵のシリーズを展示した。

三代歌川豊国　木曽六十九駅より日本橋

（3）歌Ii旧芳の木曽街道六十九次

三代歌川豊国と人気を二分した歌川国芳の描く中山道

の浮世絵連作を展示した。

（4）美濃、地歌舞伎の世界

江戸時代より地元の人々によって演じられる芝居が盛

んであった束濃地方に残る歌舞伎絵馬を展示した。
・絵馬　熊谷陣屋図　　など

5　関連事業

・9／30（日）特別展講演会

「明治時代の岐阜の芝居小屋」

岐阜女子大学地域文化研究所　道下　津氏
・10／7（日）特別展講演会

「市川団十郎と江戸の歌舞伎」

千葉大学名誉教授　服部幸雄氏
・10／14（日）博物館講座

「団十郎と浮世絵の世界を訪ねて」

当館学芸員

6　その他

展示室内外において、幅広い年齢層に当展覧会を楽し

んで観覧していただけるように歌舞使手ぬぐいの触察、

浮世絵をマイクロスコープで拡大し、その細やかな彫技

を見るコーナー、およびデジタルアーカイブ事業により

作成した「歌川国芳木曽街道六十九次」の全画像を閲覧

できるコーナーなどを設けた。



〔資料紹介展〕
一資料紹介展1－

1展覧会名称

「ようこそ　石の世界へ！」

2　開催期間

平成13年4月18日～7月8日（日）

3　趣旨

当館が収蔵する岩石、鉱物・化石などの資料のうち、普

段は収蔵庫の中で保管されている魅力的な資料を県民に

幅広く公開しようとしたもので、今回は石という範疇を

つくり、その範囲での展覧会とした。また、この資料紹

介展を通してより一層自然の事象や博物館に親しみを観

じてもらえるように、触察コーナーや楽しい体験コー

ナーを設定した。

4　展示内容

（1）ふるさとの大地をつくる石

日本最古の化石を産出する酸性凝灰岩をはじめ、岐阜

県大地の4分の1を占めて分布する濃飛流紋岩、世界で
一番若い花崗岩である滝谷花崗閃緑岩など、ふるさと岐

阜県の大地を構成する主な岩石を展示した。

（2）日本や世界のいろいろな石

菊花石やさざれ石、つぼ石など観賞用として珍重されて

いる石、ふん石や菊石などとよばれる化石類、いろどり様々

な鉱物などを中心に、魅力的な石を厳選して展示した。
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恐竜のふん石

曲がる石・コンニャク石

ー14－

（3）〈らしの中の石

下呂石や黒曜石、那智黒といったくらしの中で道具と

して使われてきた石、世界から集まる建築用石材、光り

輝く魅力的な宝石などを展示した。

展示会場の様子

（4）見てさわって楽しく遊ぶ体験コーナー

文字が浮きでるテレビ石、文字が二重にみえる方解石、

食べられる石・岩塩など、数々の楽しい石で遊べるコー

ナーを設けた。また、大型のアンモナイトや恐竜のふん

石などに自由に触れる触察コーナーを設けた。
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楽しい石で遊べる体験コーナーの様子
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化石や石の触察コーナーの様子

5　関連事業

・資料紹介展展示解説ツアー1

5月13日（日）

・資料紹介展展示解説ツアー2

6月10日（日）



ー資料紹介展2－

1展覧会名称

「わたしの徳山～増山たづ子故郷の記録～」

2　開催期間

平成13年12月23日（日・祝）～平成14年2月3日（目）

3　趣旨

旧徳山村は、徳山ダム建設計画にともない、昭和62年

3月31日をもって廃村となり、翌4月1日に藤橋村に編

入された。徳山村の8地区で生活していた466世帯のす

べての方が村を離れなければならなかった。増山たづ子

さんもそのおひとりであった。

増山さんは、ご主人と弟さんを太平洋戦争で亡くされ

た。しかし、増山さんの心の中には、「いつか二人が生き

て帰ってくるのではないか」との思いが強くあったそう

だ。そして「もし帰ってきた時、ふるさと徳山がダムに

なっていたらどう説明していいのか」、「何とか説明でき

るような記録を残しておきたい」、これが写真を始めた動

機だとお聞きした。それは、増山さん60歳の頃であった。

それから20数年。無心にそして猛烈に、村の人々、暮ら

しや自然を写真に撮り続けてこられた。

平成12年7月、増山さんが撮影された旧徳山村の記録

写真389点が、ご本人より当館に寄贈された。本展覧会

は、その一部を展示の中心にすえ、徳山村の〈らしの様

子を紹介するものである。増山さんが見たふるさと徳山

を通して、私たち一人ひとりにとってのふるさとを考え

てみたいものである。

21世紀は「共生」の時代だと言われている。人と人、

人と自然とが共生を図り、心豊かに生きたいと多くの人

が考えている。増山さんの作品には「共生」のヒントが

ある。

4　展示内容

（1）徳山村の四季　42点

増山さんの眼は徳山の著しい四季の変化を忠実にとら

えていた。季節感あふれる写真から、徳山の自然とそこ

に暮らした人びとの息づかいが聞こえるようであった。

（2）徳山村に暮らした人びと　21点

増山さんの写真に登場する村の人びとはいつも生き生

きとしていた。こどもからお年寄りまでのたくさんの笑

顔があふれていた。

（3）徳山村の民具12点

旧徳山村で使用されていた生活用具、生産用具を並べ

た。増山さんの写真にも登場し、徳山の人びとの暮らし

に深くかかわってきたものばかりであった。

（4）その他

・マイ・ミュージアム担当の制作したハイビジョン番組
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「たづ子ばあちゃんの徳山アルバム」（10分）をハイビ

ジョンホールで上映した。また、同番組をビデオテー

プに複写し、来館者がいつでも鑑賞できるようなコー

ナーを設置した。

特別展示室前のスペースにテレビを設置し、名古屋テ

レビ制作の「お園のためだもの」（30分、増山さんの音

や映像の収集の過程から、当館への写真等寄贈の様了一

をドキュメントで追った番組。平成12年12月、テレ

ビ朝日系列「テレメンラリー2000」として全国ネット

で放送された。）を上映した。

触察コーナーを設け、民具や茅などを並べ、直接、触っ

てもらった。
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展示会場風景

5　関連事業

・1月　6日（日）

・1月20日（日）

・1月27日（日）

特別行事　映画「ふるさと」上映会

博物館講座「ふるさとは心の宝」

講師：増山たづ子さん

たのしい博物館

「徳山の〈らしを体験しよう」

講師：宮川澄雄さん

11　－　－　－1 剪� 剪�

8　　　－1‾葦繋灘慈諮 �� ��� 剏恣b擬態騒∴諒 

8年噸‾醸　ミニ、“1‾攣響子　8 一一一i　享言i　　　　　S 

言∴　詰一斗・ � ��′ 

題　主音．去一　章　　i �� ����Xﾋ��X�8+(��~ﾒ�� �� ����

易霊i誓霊霊閏悲 剪�� ��iO 

m∴〕十　∴〃嶺∴ �� �������ﾘﾈ尨,ﾘ�X耳�ｦﾒ�� ��（ 侭J末��

議、i′、 ����ﾂ�胞 剽(��耳���

8理　′ 侏����X������������8h�ｲ�∴∴∵∴ ����

8鰯雲 �ｨ��wx���������ﾂ�f�-��ﾇ��
主調11°‾ �� ��十ここ∴、∴ 剪�∴∴∴∴ ��ﾈｨｸ������h���h��｢�j��I-H���

増山さん講演会場の様子



〔特別企画〕
－日本まんなか共和国博物館交流事業特別企画－

1展覧会名称

「信長、安土より来る
－安土城考古博物館所蔵品紹介展－」

2　開催期間

平成14年2月9日（土）－3月10日（日）

3　趣旨

当館は、岐阜県が三重、滋賀、福井の各県と文化面や

観光面で協力を推進している「日本まんなか共和国」の
一環として、斎宮歴史博物館、滋賀県立安土城考古博物

館、福井県立博物館との交流を進めている。このたび、隣

県の特色ある歴史や文化の一端を県民に広く紹介し、相

互理解を深める一助とするため、交流各館のご理解とご

協力のもとに、特別企画として各他の所蔵品を紹介する

こととし、本年度はその第1回として滋賀県立安土城考

古博物館の所蔵品紹介展を開催した。

湖国・滋賀県は、岐阜城を足がかりに京都に進出した

織田信長が、天下統一にふさわしい城として、壮大な天

主をもつ安土城を築いた歴史上重要な地である。本展で

は滋賀県立博物館所蔵品の中から、信長・秀吉にかかわ

る資料を中心として安土桃山時代の歴史資料を展示し、

あわせて滋賀県安土城郭調査研究所のご協力により安土

城跡からの出土遺物を展示して、岐阜県にも関係の深い

信長の統一事業とその時代を紹介した。
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展示風景

4　展示内容

（1）近世への胎動　一信長登場一

天下統・を進めた信長の時代は、政治や文化が大きく

変化し、近世社会への道が開かれた歴史上の画期である。

尾張から美濃へ進出した信長が発給した「天下布武」の

朱E囲犬、信長の代表的な伝記である『信長公記』の写本

『安土記』、信長に仕えた関出身の刀工・氏房作の脇差、16

－16

世紀にヨーロッパで刊行されたオルテl）ウスの世界図な

どを展示し、全体の導入とした。

（2）戦国末期の情勢

北信濃をめぐる武田信玄と上杉謙信の戦いの状況を描

いた川中島合戦図、三好長慶らの台頭による室町幕府の

混乱にかかわる六角義賢書状、永禄年中の近江佐和山の

状況を描いた彦根界隈絵図などにより、信長上洛以前の

京都や地方の状況を紹介した。

（3）信長の戦い　一栄光と挫折一

信長によって室町幕府最後の将軍に立てられ、のちに

追放された足利義昭の御内書、大坂における本願寺と信

長の戦いの状況を描いた石山本願寺合戦図や本願寺12世

教如の画像、のちに本能寺の変を起こした明智光秀の書

状や光秀画像（復元模写）などを展示し、上洛から本能

寺の変にいたるまでの信長の戦いをたどった。

（4）秀吉の時代へ

本能寺の変で信長とともに自害した嫡男・織田信忠の

画像、秀吉に協力した二男・織田信雄の判物、豊臣秀吉

の書状や朱印状、秀吉と柴田勝家の合戦を記した『志津ケ

岳記』などを展示し、信長の事業を引き継いで天下統一

を成し遂げた秀吉のあゆみをたどった。

（5）安土桃山時代の遺物と記録

安土城跡から出土した金箔瓦や黄瀬戸、小田原の北条

氏の沿革を記した『北条五代記』、江戸時代初期に小満甫

庵によって書かれた『信長記』、『ゑ入太閤記』などを展

示し、同時代資料と後世の資料を紹介した。

5　展元資料数

54点

6　関連事業

博物館講座　2月17日（日）

「安土桃山時代の武将たち」

当館学芸員

博物館講座　3月3日（日）

「織田信長と近江」

滋賀県立安土城考古博物館学芸員　高木叙子氏

織田信長朱印状



〔マイミュージアムギャラリー〕

1運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションや生涯学習の成果作品を募集し、一定期

間、公開展示の場とする。マイミュージアムギャラリー

企画運営委員会によって承認された展示計画に従い、順

次展示をしていただく。出展者の募集は常時行っている。

2　平成13年度の展示状況

回 �5x麌ｯｨｭB�出展内容 偬�5x�"�
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8 �(ﾈ��y?ｨ��?ｨ�｢�パッチワーク 　キルト展 �7ﾘ5X�ｸ4x8��R�～ 刄Lルターズ代表 

3月24日（日） 剴�@　道子 

3　展示記録「マイ・コレクション」の発行

展示リーフレット「マイ・コレクション」を各回の展

示ごとに発行した。平成13年度は7年度からの通番で、

第47号から第54号まで発行した。

4　出展者による解説・講演・実演等の開催

来館者に対して、出展者による展示解説、映画会、教

室、実演を以下のように開催した。

〇第1回「銀鱗の魚皮拓展」
・出展者講演会「動物は私の先生」

日時　平成13年5月5日（土・祝）午後2時～

場所　マイ・ミュージアム3階　ハイビジョンホール

講師　高木　宜雄さん
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〇第2回「織部の詩・水彩の詩」
・陶芸教室「茶碗をつくろう」

日時　6月3日（日）午前10：00－・午後1：30－

講師　岡田　孝司・春海さん　　場所　本館研修室

〇第3回「絵と音のファンタジー」

・「歌の絵本コンサート」

日時　7月22日（日）午後2時～3時

メゾソプラノ独唱　貞平純子さん（可児市）

伴奏　伊藤千枝子さん（可児市）

場所　マイ・ミュージアム3階　ハイビジョンホール

出展作品を実際のコンサート形式で紹介する、今まで

にない内容のある企画で、大変好評だった

∴∴∴∴「「∴ 偖ﾈv��h�i?�����h�員ﾈ�h�i(iz(�����h耳���������∴∴〇十 粥垂 ：∴ 蛋 �� �� ��

三三・二 ����　∴ ：厚∴∴ ��������ﾄｸ��� ��i懸 �� �� 

」一 ∴ヽ一子 劔：∴∴汗： �� ��

∴ 」慕 刎ﾒ� 剪噤jヽ 翻 �������ﾂ�
∴「 冓 l 刳{ 

∴∴ ��1－ �� ��ヽ　＿ �� ��

∴後置＿ 患†i 冤q �2�J 重職 劔／ii 弓 ��"�� 

〇第4回「石ころたちの動物園」
・ストーンペインティング教室「動物を描こう」

日時　8月26日（日）午前10：00－　午後1：00－

講師　阿部いづみさん　　場所　本館講堂

〇第5回「地歌舞伎の魅力」
・「押し隈体験」

日時10月28日（日）　午後1：30－

顔師　原田　宙さん　　場所　本館研修室
1°葛〇°細011－ 

「 �8ﾂ�∴∴∴ 

∴也、∴ 

葦 剳ﾉ｛「吋 



出展者で顔師の原田さんに、実際の地歌舞伎の現場で

役者さんに施される歌舞伎特有の化粧をしていただくイ

ベントを行い、3名の来館者に体験していただいた。

〇第8回「パッチワークキルト展」

・パッチワークキルト教室

①セルティツクバッグ

目時　2月17日（日）午前10：30－

②さくら巾着

日時　3月　7日（木）午後1：30－

③ハートのポーチ

日時　3月14日（木）午後1：30－

④オーガンジーロマンティックポーチ

日時　3月20日（水）午後l：30－

講師　マザーエム・キルターズの皆さん

場所　本館講堂

各展示において、出展者自らが積極的に会場内で展示

解説を行った。出展者は来館されるたびに展示内容の見

所などの解説をし、来館者との交流も深まった。

来館者からも、出展者ならではの話が開けて大変有意

義だったという感想を開けた。各出展者も、来館者の質

問や意見などを聞いて大変勉強になったり、視野も広

まったり、同好者も増えたりと好評だった。

5　博物館同人としての登録

出展者は博物館同人とし、8名と3団体に同人登録証を

発行した。

6　平成13年度の出展申し込み

欧州の散策写真作品、そば猪口コレクション、播隆上

人名号碑の拓本作品、飛騨一刀彫作品、陶磁器コレクショ

ン、明治期の史法コレクション、創作人形作品、押し花・

山の幸染作品、デコパージュ・エッグアート作品、ウッ

ドバーニングアート作品、海外日本人学校帰国教師の会

の海外コレクション、など、県内各地から計11件の申し

込みがあった。バラエティに富んだ生涯学習の作品の申

し込みが増えている。

7　マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

○期日10月11日　○場所　本館会議室

○議題

①これまでの展示の経過と課題について
・従来多かった個人コレクションに加えて、生涯学習の作
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品や団体からの出展が多くなってきた。魚皮拓の展示で

始まり、出展者自らが「動物は私の先生」と題して講演

が行った。「絵と音のファンタジー」はギャラリー初の子

ども作品展ということで、マスコミの注目を集め、子ど

も連れの来館者に好評だった。また、展示内容をもとに

ハイビジョンの静止画番組を制作し、期間中上映したり、

その映像を使い、またプロの声楽家による作品の歌を歌

うコンサートも開催できて、多彩なギャラリーの催し物

となった。「石ころたちの動物園」は老若男女すべての来

館者に好評で、展示リーフレットも　500部増刷しても足

らないほどだった。期間中、ハイビジョン静止画番組の

作品を制作し、ハイビジョンホールで上映した。「地歌舞

伎の魅力」では特別展との相乗効果で来館者に楽しんで

いただいた。また、歌舞伎の化粧体験ができるユニーク

な企画を催した。（抄録）
・今回の内容で報告したように、すでに数多くの催しもの

が開催できて、来館者に大変好評を博している。特に、ハ

イビジョン静止画番組の作品を展示内容に合わせて制

作、上映できたことはこれまでにないことであった。

・平成13年度の出展者の出身地も、飛騨方面も2名あり、

県内各地からの出展でバランスがとれている。

②平成14年度展示計画及び今後の課題について
・関市を含め、まだまだ様々なコレクションをお持ちの方

が多いので、どんどん調査する必要がある。
・展示のタイミングが大切であるので、状況に応じてタイ

ムリーな展示ができるような努力を望みたい。

○委員の構成

氏　　名 冩������������R�

委員 倩Xｹｹ�ﾈ�?��名古屋大学名誉教授 

〟 舒)68���ﾉu��会社会長 

〟 �9:���u9���前岐阜県博物館長 

〟 ��:���肢���岐阜県地域婦人会連合会会長 

〟 佩9:���諸Wb�岐阜県市長会代表 

〟 �69(h��ﾔｹu��岐阜県町村会長 

ケ �-(����ｽ8爾�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

〟 仂ｩ68����ﾕ��岐阜県議会教育警察委員長 

ノン ��Hﾌｸ���ﾘ�X爾�関市教育委員会教育長 

〟 傴ﾉgｸ��ﾍﾈ蔗�岐阜県博物館協会理事長 

〟 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

〟 �6饐8��[iu��岐阜県公民館連合会長 

会長は吉田豊氏、副会長は松本五三氏が継続就任。



〔岐阜県図書館収蔵資料展〕

1展覧会名称

「古地図に見る世界の広がり
－近世ヨーロッパ人・日本人が見た世界・アジア・日本一」

2　開催期間

平成13年10月6日（土）～11月4日（日）

3　主催

岐阜県図書館・岐阜県博物館

（岐阜県図書館世界分布図センター職員と展示計画

時より打ち合わせを重ね、展示作業・撤収作業な

ども協力して行った。）

4　趣旨

岐阜県図書館では、平成13年度から約1万2千点に及

ぶ古地図（山下和正コレクション）を購入することとな

り、この活用を図るため同館分布図センターが継続的に

展示する計画を立てた。本年度が第1年目であり、テー

マを「古地図に見る世界の広がり－近世のヨーロッパ人・

日本人が見た世界・アジア・日本一」と決め、当館で展

示することになった。

最近、伊能忠敬が江戸時代中期に作製した日本地図が

アメリカで発見されたり、「伊能ウオーク」が実施された

りと、伊能忠敬や江戸時代の古地図などへの関心が高

まっている。このような状況の中で、江戸時代（近世）の

日本人が鎖国体制の下、どのような日本観や世界観を

持っていたのか。また、マルコポーロの『東方見聞録』に

触発され、東洋に大きな憧憬を持ちつつ大航海の時代を

経てアジアに進出してきた同時代のヨーロッパ人が、ど

のような世界観を持ち、どのような地図を頼りに航海に

出たのか。これらのことを古地図により推し量り、日本

人とヨーロッパ人とのものの見方の違いや共通点を探る

ことは大変有意義であると考えた。

5　展示内容

（l）日本人が描いた日本

石川流宣作の「大日本国大絵図」（1728年）をはじめと

して、江戸時代後期に作製されたものを中心に、　日本人

が描いた日本地図を展示した。

‾i仁 一ヽ 1、＿表敬三・鶴響閏恐醸泡盛云 ����ﾈ�依�����Hﾋ��ﾂ�

、∴÷ 棚＿ �ｩ?���乂Hｶ8�H�x�R���x��

高台、子　　　　　　＄ 

章吉日鎚騨 

改正日本輿地路程全図　長久保赤水（1811年）
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（2）ヨーロッパ人が描いた日本

江戸時代初期から幕末までの頃のヨーロッパ人が描い

た日本地図を展示した。伊能忠敬の実測図をもとにした

シーボルト作製の日本図が登場するまでは、いずれも実

測図ではなかった。

日本図　示シティウス（1606年）

（3）ヨーロッパ人が描いた世界・アジア

マルテイン・ベハイムの地球

儀（1492年、複製）や、江戸

時代から昭和初年にかけて描

かれた主に「アジア図」を展示

した。

17世紀になっても束アジア、

特に日本や朝鮮はかなり不正

確なまま描かれていた。

マルテイン・ベハイムの地球儀（1492年、複製）

（4）日本人が描いた世界・アジア

水戸藩儒者長久保赤水の「改正地球万国全図」（1785年）

など、江戸時代に作製された木版刷りの大きなサイズの地

図に手彩色が施されたものを中心に展示した。江戸中期ま

では、仏教の伝統的世界観に基づく須弥山（しゆみせん）

を中心とした世界図が多かった。
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地球万国山海輿地全図説　長久保赤水（1850年）

6　展示資料数

34点



〔（財）岐阜県文化財保護センター速報展〕

いにしえの美濃と飛騨

平成13年11月17日（土）－12月16日（日）

（財）岐阜県文化財保護センターでは、県内各地におい

て埋蔵文化財の発掘調査を実施しており、現地での説明

会のほか埋蔵文化財の普及啓発の一環として毎年速報展

を開催し、その成果を広く県民に公開している。昨年度

は同センター設立10周年にちなんで特別展示も行った。

同センターの発掘事業は、本県の考古学に貴重な資料を

提供しており、一般への普及の場として、今後とも速報

展の果たす役割には大きなものがある。

本年度の展示では、平成11年度および12年度に調査

した12か所の遺跡をとりあげて出土遺物を展示し、豊か

ないにしえの郷土の文化を紹介した。

主催は（財）岐阜県文化財保護センターであり、当館

は、岐阜県教育委員会とともに共催という立場で、おも

に教育普及面で協力を行った。

楠田遺跡出土の木製形代

1展示構成

飛騨地方の2遺跡、美濃地方の10遺跡を、飛騨・可

茂・中濃・西濃地域の順に展示し、実物に触って学べる

よう灰粕陶器と古代寺院の瓦を触察展示した。

①大江遺跡・寿楽寺廃寺跡（古月田、古代）

②上ケ平遺跡（下呂町、縄文時代早期・古墳時代～古代）

③冨田清友遺跡（美濃加茂市、縄文時代早期・中世）

④野笹遺跡・赤池4号古墳（美濃加茂市、縄文時代晩

期一古代）

⑤大平前遺跡（関市、古代）

⑥柿田遺跡（可児市、弥生時代中期一中世）

⑦深橋前遺跡・深橋前古窯他（関市、弥生時代末～古

墳時代初頭・古墳時代・古代）

⑧後乎遺跡・後平茶目古墳他（富加町、弥生時代後期・

古墳時代）

（D高畑遺跡（池田町、弥生時代一古墳時代・古代）

⑲中山道（関ケ原町、近世）
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⑪徳川陣屋跡（藤橋村、中世・近世）

⑫前山2号古墳・杉ケ洞3・5号古墳（可児市、古墳時

代後期）

2　主な展示内容

（l）縄文～古墳時代の遺跡

上ケ平遺跡および冨田清友遺跡では、縄文早期の押型

文のある尖底深鉢と石器類、柿田遺跡では、弥星中期か

ら古墳時代にかけての各種の土器と石器類、深橋前遺跡

では、弥生時代末一古墳時代初頭の斜面上の住居跡から

出土した土器、筒状銅製品、および古墳時代の十坑墓で

椙として用いられた土師器、須恵器を展示した。後平茶

目古墳では、埴輪や馬具等、前山2号古墳・杉ケ洞3・5

号古墳では、土師器・須恵器等の副葬品を展示した。

（2）古代以降の遺跡

柿田遺跡では、古代の須恵器や中世の陶磁器類のほか、

古代の祓にかかわる人形・馬形＿・舟形などの木製形代、

中世の屋敷跡から出土した「仁王含」木簡等を展示した。

大江遺跡および寿楽寺廃寺跡では、各種の瓦のほか「高

家寺」の墨書や「寺」の刻書のある須恵器、野笹遺跡で

は墨書須恵器、深橋前遺跡では古代の火葬墓から出土し

た餃具や須恵器、深橋前古窯跡では、各種の庚細陶器や

窯道具、高畑遺跡では、古代寺院にかかわる三和陶器片

や浄瓶、瓦類、中山道では近世陶磁器、徳山陣屋跡では、

中世一近世の陶磁器類や銭貨を展示した。

3　展示資料数

約600点（他に触察資料20点）

4　関連事業

記念講演会11月25日（日）

「水と人の歴史
一弥生時代一中世の水利をめぐって－」

国際日本文化研究センター教授　宇野隆夫氏

高畑遺跡出土の浄瓶等



〔調査研究・資料収集活動〕
一自然部門－

1調査研究

＜植物分野＞

（1）山菜・キノコの植物調査及び資料収集

宮村を中心にして飛騨地方の代表的な中葉・キノコの

分布調査を行った。

特別展示の資料として、できるだけ標本を採集したが

個体数が極端に少ない種に限っては、採集しないでスラ

イド等の二次資料にとどめた。

○山菜関係

アケビ（アケビ科）AkebiaqLinata

ワサビ（アブラナ科）ELl偽majapo′証a

ナンテンハギ（マメ科）Wciaun函ga

サンショウ（ミカン科）zaI7tho手中IInPk，eri他m

ケンポナシ（クロウメモドキ科）Hoveniadulcis

ヤマブドウ（ブドウ科）脇is coignetiae

ヒシ（ヒシ科）nupajtponica

Oキノコ関係

クリタケ（モエギタケ科）MiematO／oma subIateritiLm

ヽ 偖ﾈ耳�����h耳���h�H���H�����h��
r 　　　∴ ＼怠 ��

∴∴寸 　静養 　＼や∴ 圏 SSS圏 

ショウケンジ（フウセンタケ科）FbzlteS Caperata

ヌメリイグチ（イグチ科）sulllusluteus

キイロイグチ（イグチ科）pulvemboletusviridis

カンパタケ（サルノコシカケ科）p毎）tqPOruSbeIulinus

ホコリタケ（ホコリタケ科）Lyc‘叩erdonhiemale

シロナメソムタケ（モエギクケ科）pholiotalenta

グ）フウセンタケ（フウセンタケ科）cortinarlu tenu所e。†
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（2）レプリカ作製のための調査

飛騨地方で一般的に食されている代表的な山菜・キノ

コの生態の様子を特別展示で再現するために、標本採集

だけでなく、形態等細部を調べた。

○山菜関係

ヤマブキショウマ（バラ科）、ソバナ（キキョウ科）

ヨブスマソウ（キク科）、ハンゴンソウ（キク科）

モミジガザ（キク科）、アマドコロ（ユリ科）

ニシノヤマタイミンガザ（キク科）、ウド（ウコギ科）

ミヤマイラクサ（イラクサ科）、ハl）ギl）（ウコギ科）

イタド）（タデ科）、ワラビ（コバノイシカグマ科）

タラノキ（ウコギ科）、タカノツメ（ウコギ科）

クサソテツ（メシダ科）

○キノコ関係

［ムラサキアブラシメジモドキ（フウセンタケ科）、ヤマド

リダケモドキ（イグチ科）、アカヤマト）（イグチ科）］

［ウラベニホティシメジ（イッボンシメジ科）］

［クロカワ（イボタケ科）］［シモフリシメジ（キシメジ科）］

［サンゴハl）タケ（ハリタケ科）］

［コガネタケ（ハラタケ科）、カラカサタケ（ハラタケ科）］

＜動物分野＞

（1）チョウ類のルートセンサス

関市小屋名百年公園内で、中島和典氏（博物館サポー

ター）とチョウ類のルートセンサスを行った。調査期間

は4月から11月までとし、月2回、可能な限り快晴で無

風の日に調査を実施した。調査ルートは、アカマツ林、コ

ナラやアベマキを中心とした雑木林、草原など多様な環

境が含まれるよう留意し、設定した。

今年度の調査では、41種448個体のチョウ類が記録さ

れた。
・アゲハチョウ科

5種53個体（11．8％）が記録され、1999年度の28個体

（5．8％）と　2000年度の31個体（7．0％）に比べ、アゲハ

チョウ科の個体数は多かった。今年度はギフチョウが多

く記録され、1999年度と　2000年度に比べ、個体数が多

かった。
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・シジミチョウ科

12種86個体（19．2％）が記録され、1999年度の46個

体（9．5％）と2000年度の49個体（11．0％）に比べ、シジ

ミチョウ科の個体数は多かった。

今年度はコツバメが多く記録され、1999年度と2000年

度に比べ、個体数が多かった。
・ジヤノメチョウ科

5種95個体（21．2％）が記録され、1999年度の212個

体（43．7％）と　2000年度の159個体（35．8％）に比べ、

ジヤノメチョウ科の個体数は少なかった。

・シロチョウ科

4種67個体（15．0％）が記録され、シロチョウ科の個体

数は1999年度と2000年度のそれとほぼ同じであった。

・タテハチョウ科

7種57個体（12．7％）が記録され、タテハチョウ科の個

体数は1999年度と2000年度のそれとほぼ同じであった。

・その他

今年度、テンダチョウ科は1種33個体（7．4％）、マダ

ラチョウ科は1程1個体（0．2％）が記録された。
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ヒオドシチョウ（タテハチョウ科）

肋a／is xanthome／as

個体数が多かった種は、キチョウ（シロチョウ科）の

57個体で、続いてコツバメ（シジミチョウ科）の37個

体、テンダチョウ（テンダチョウ科）の33個体、サトキ

マダラヒカゲ（ジャノメチョウ科）の27個体、ヒメウラ

ナミジャノメ（ジャノメチョウ科）の25個体であった。

生息環境との関わり、本調査地のチョウ類群集の解析

は、今後、別の機会に公表する。

（2）柳原コレクション

国内に保存されている長輿鼎、籾山徳太郎、折居彪二

郎採集の鳥類標本について、北海道大学、国立科学博物

館、東京大学、京都大学、兵庫県立入と自然の博物館な

どで、これらの所在の確認を行った。来年度は、長輿鼎

採集の鳥類標本について調査する予定である。
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〈地学分野〉

（1）『温泉展』の調査研究

平成14年度開催予定の特別展『温泉展』に関する調査

研究を行った。

①　県内の温泉のバイオマットの調査

温泉水中に生息する微生物（バクテl）アや藻類など）の

集合体によって形成されるバイオマット（生物皮膜）に

ついて、県内の温泉における生息の実憩調査を行った。

平湯温泉では、源泉付近および引湯された温泉の給湯

口付近において頻繁にバイオマットの存在が確認され、

記録した。特に、特定の源泉に由来する温泉水において、

泉温等の条件の違いにより色の異なるバイオマットが生

息するのが確認された。この他、濁河温泉、新穂高温泉

においてもバイオマットを確認することができた。現在

確認されたバイオマットを形成している微生物を同定し

ている。
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②　温泉沈殿物の調査

県内の温泉において温泉沈殿物の生成状況を調査し、

採集を行った。平湯温泉、一重ケ根温泉、新穂高温泉に

おいては石灰華を、濁河温泉やその他の温泉において褐

銀章や硫黄華などを採集することができた。

③　温泉で生成される鉱物の調査

国指定特別天然記念物の北投石をはじめ、玉滴石、？状

珪華など現在採集不可能な温泉によって生成される鉱物

について、秋田大学鉱業博物館、奇石博物館、冨山市科

学文化センター、中津川市鉱物博物館などで所在と標本

の確認を行った。

（D　泉質の特徴的な温泉の調査

塩分濃度日本一の有馬温泉、日本一アルカリ性の強い

生津温泉、強酸性泉の草津温泉など泉質の特徴的な温泉

について、湧出状況や泉質、沈殿物等の調査を行った。

⑤　間欠泉と噴泉の調査

日本一の高さを誇る上諏訪温泉の間欠泉や、常時勢い

よくお湯を噴きあげる地獄谷温泉の噴泉を調査し、写真

撮影を行った。

以上の調査結果を『温泉展』の展示に活用する。



（2）高山市北方の飛騨外縁帯斑れい岩類の調査

岐阜県高山市北方に分布する飛騨外縁帯堆積岩類には

斑れい岩類が買入している。そこで，岐阜県高山市松本

町～吉城郡国府町上広瀬～大野郡丹生I帰す森部にかけて

の飛騨外縁帯構成岩類の分布地域を調査した。今回の調

査で調査地域の広い範囲にわたって買入していることが

確認された。斑れい岩類は小さなもので幅約1m，大きな

ものでも幅数10m　以内の小規模な買入岩体として産す

る。ほとんどのものは中一細粒角閃石斑れい岩ないしド

レライトであるが，一つの岩体だけは中粒の角閃石普通

輝石斑れい岩であることが明らかとなった。

2　資料数一覧

高山市北方の飛騨外縁帯斑れい岩類の分布

（平成14年3月31日現在）

分　野 亊������������������������劔借　用 弍����R�館蔵 借用合計 寄託 
実　物 兒����ｲ�自作等 その他 亊����B�ﾘxﾇb�（） 寄贈内数 

動　　物 �38�3##r�16 ��32�33，376 ������3��(�｢�0 ���33，376 

植　　物 �#H�3#�b�74 �����24，470 ��祷�3c�x�｢�0 ���24，470 

岩石鉱物 �(�3�モ�5 都2�2，166 ��鉄CX�｢�18 ���2，184 

化　　石 ���3塔b�48 �#B�2，058 �����3�s��｢�48 �#��2，134 

そ　の他 田2�22 ��c��253 ���#��｢�0 ���253 

計 田��3Ss��165 鉄モ�62，323 ���3��3�cH�｢�66 �#��62，417 
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ステゴサウルス全身骨格（複製）

平成13年度用

3　資料寄贈者芳名一覧（敬・順不同）
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バードカービング（ライチョウ夏毛・冬毛）

資　　料　　名 �5����B�芳　　　名 倬�������{��������B�点　数 囘h������kﾂ�

ミゾゴイ ���桑原　久男 儖)�ｹ&饑ｸ,ﾈ�)nﾉ��ｭi����{����ﾈﾋIdﾈ耳����{��｢�4式 侘9�ﾈ��8����I�Xｶ�Eb�

グロツグミ ���村井　敏郎 

イヌワシ ���広瀬　尚孝 ��ﾉ>ﾉ&霎i��Z蔚ygｲ�400 儘ﾉ68�������

アジアコブラ ���今井　裕史 佩Hｧ亥)���Z蔚ygｲ�180 佩9:����ﾙk��

アライグマ ���野々目徳弘 �(髦�8蝎��Z蔚ygｲ�1200 ��ｩ�8���9�ﾂ�

アオジ ���織戸満紀雄 丿Yk�ﾋH�8蝎��Z蔚ygｲ�400 �+从��������

ハクビシン ���佐橋　正典 儖ﾉ¥��ｨ蝎��Z蔚ygｲ�451 侘968��Ei{��I�Y�(��zX���

オオコノハズク ���上野富貴夫 俑ｩOi�ｨ蝎��Z蔚ygｲ�60 �,9$ｨ��讖��

アオゲラ ���和田　勝志 兩ｸ�����1 俎)m�����(��

4　購入資料一覧

資　　料　　名 �5����B�購　入　先 倬�������{�������kﾂ�草　薮 俎x��?ﾈ���b�

バードカービング �2�内山春雄 �+凩飃ﾙ�ｸ��9��25 �>�68怦ｧx���

カタクリ群落ジオラマ ���岩崎総合研究所 �-�?ｹ}飃ﾙ�ｲ�8 �>�68怦ｧx���

ステゴサウルス ���ゼネラルサイエンス �y�)t頽�ﾘﾅ���9��4 舒(ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��
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一人文部門－

1調査研究

＜考古分野＞

○日本まんなか共和国博物館交流事業特別企画に係わる

調査・研究

平成13年度の「信長、安土より来る－安土城考古博物

館所蔵品紹介展－」のため、滋賀県立安土城考古博物館

の指導・協力を受けながら同館所蔵品の調査を実施し、紹

介展を行った。また、平成14年度の「よみがえる幻の宮
一斎宮歴史博物館所蔵品紹介展～」に向けて、三重県立

斎宮歴史博物館の指導・協力を受けながら展示資料を検

討した。

○岐阜県の文化一美濃飛騨の比較研究－

（財）岐阜県文化財保護センター等によって発掘調査さ

れた県内の遺跡や出土遺物について調査を実施した。

なお、今年度より常設展示室の前に（財）岐阜県文化財

保護センターの展示コーナーを設け、同センターの発掘

調査による出土遺物を紹介することとした。半年ごとに

展示替えを行い、遺跡や遺物を順次紹介していく予定で

ある。

＜歴史分野＞

○平成14年度秋季特別展「中山道」展に係わる調査研究

美術工芸担当と協力して、中山道に関係する資料の調

査・研究を行った。歴史分野では、中山道美濃十六宿の

本陣・脇本陣・茶屋などを中心に、和宮や伊能忠散らの

美濃通行に関して、今も残されている資料の確認や聞き

取り調査を行った。

○岐阜県の文化に係わる調査・研賓
）も　っ∴つ

昨年度寄贈を受けた闇市下有知の後藤玄吉家の資料

（主として近世後期～明治期）の整理・研究を進めている。

今年度は、主に書籍類（主に和本）の整理を行った。医

学・薬学・理学・文学など多岐に渡っており、貴重なも

のも多く、全体像が明確になり次第、今後の展示活動に

も活かしていくことができるものと考える。

また、平成14年度の資料紹介展「近世ふるさとの文人

たち－石田コレクションより－」に向けて、資料の検討

を行うと共に、梁川星巌や江馬細香などの人物や、彼ら

を輩出した大垣の文化的土壌などに関する調査・研究を

行った。

＜民俗分野＞

○平成13年度資料紹介展「わたしの徳山一増山たづ子

故郷の記録～」に係わる調査研究

①徳山村の四季

②徳山村に暮らした人びと

③徳山村の民具

についての文献資料調査及び、旧徳山村出身の村民か

らの聞き取り調査などを実施し、資料紹介展として展示

した。また、研究の成果の一部を『岐阜県博物館調査研

究報告書第23号』で発表した。

O「旧徳山村民家」屋根葺き替え工事

「旧徳山村民家」は、昭和62年10月、徳山ダム建設に

より失われる徳山村の文化遺産保存事業の一環として、

旧所有者の宮川澄雄様から家屋の提供を受け、移築・復

元されたものであるが、移築後14年の歳月が立ち、屋根

の茅の傷みが目立ってきた。そこで、貴重な文化遺産を

後世に残すため、本年度、茅の一部差し替え工事（8／1－

9／30）を行った。工事期間中の8月19日（目）には「見

学会」を開き、来館者に工事の様子を公開した。

○岐阜県の昭和時代に関する調査研究

昭和30年代を中心とした岐阜県の様子を調べるため、

資料の収集及び調査活動を行った。

＜美術工芸分野＞

○平成13年度特別展「七代目団十郎と国員、国芳」開催

に関わる調査研究

美濃にもゆかりの深い、江戸時代後期の歌舞伎役者・

七代目市川団十郎の美濃での足跡について調査を行っ

た。あわせて各地に所蔵される、江戸時代後期の歌舞伎

役者を描いた錦絵を調査した。それらの成果は13年度秋

季特別展に反映させることができた。

○岐阜県の文化に係わる調査研究

本年度、美濃飛騨に縁のある近世近代書画および陶磁

器などを含む個人コレクションの寄託を受けた。このコ

レクションには、美濃の文人画を代表する村瀬秋水や村

瀬太乙、江馬細香をはじめ喜田草堂や田中大秀の作品を

中心に、郷土にゆかりある人々の作品を含んでおり、そ

れらは近世における郷土文化のレベルの高さを偲ぶにふ

さわしい作品である。今後、常設展示において随時公開

していく予定である。

○平成14年度秋季特別展「中山道」展に係わる調査研究

平成14年は、徳川家康が中山道に伝馬制度を制定して

400年になることを記念して、中山道にちなむ資料の調査

と研究を行った。特に美術部門では椿梅山「山海奇貨図

稿本」、大雅堂義亮「濃州観音巌真景図」など江戸時代に

美濃の中山道を訪れた画家たちによって描き留められた

作品を調査することができた。これらは平成14年度秋季

特別展「中山道」展に出陳していただけるように所蔵者

と交渉を行っている。
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2　資料数一覧

分　　野 們���Z��複　製 俾俥ﾈ�Y�ﾂ�館蔵計（内寄贈数） 倆���w��寄　託 ��ﾘ��ﾇb�

考　　古 �(�3�Cb�164 鉄"�2，262（1，850） 鼎途�187 �(�3鼎b�

歴　　史 ���3SSB�34 ��#"�1，710（1，494） �#��163 ���3ン2�

民　　俗 �(�3ゴb�1 ���2，857（2，853） �#Cr�114 �8�3#���

美術工芸 田���17 ���635（192） �#c2�2，086 �(�3塔B�

計 度�3�sB�216 ��sB�7，464（6，389） ���3�#r�2，550 ����3�C��

3　資料寄贈者芳名一覧

資　　料　　名 �5��B�芳　　名 

世界新地図 ���富士製作所 

日本烏撒図 ���′′ 

ヤマハS型オルガン ���長尾　とし 

陶製ボタン ���梅村　五月 

足袋 釘�／′ 

硬貨 都"�ノン 

紙幣 鉄��〟 

雛人形「親王妃」 ���今井　義人 

関製刃物製品等 �#�r�渡辺　俊哉 

ドラゴン電気蓄音機 ���小林　　巌 

放送局型123号受信機 ���〟 

国民受信機 �"�ノン 

東芝テレビ19SM ���〟 

東芝テレビ16RK－T ���〟 

大八車 ���柳原　亮一 

とおし ���〟 

唐さお ���〟 

えぶり 鳴�ケ 

煙燵 鳴�ケ 

猫炬燵 �"�〟 

行火（安全性燵） ���ノン 

はんぞう 鳴�′′ 

高札 ���ケ 

陶製水筒 ���安田　博大 

紙衣ベスト ���三輪　芳明 

磁石式交換台 ���西日本電信電 話株式会社 岐阜支店 

磁石式電話機 �"�〟 

オシ ���宮川　澄雄 

ワラグツ �"�横田志ず子 

笠松湊の敷き石 鳴�宮崎　　惇 

戦前の地球儀 ���古川　司朗 

戦前の地図 釘�〟 

帝国服制要覧 ���〟 

4　館蔵資料購入作品一覧

資　　料　　名 �5��B�作　者　名 

美濃彫　牡丹に獅子図鐸 ��� 

美濃彫　秋草に蛸蜘鈴虫図鐸 ��� 

美濃彫　秋草図鐸 ��� 

美濃彫　萩菊図鐸 ��� 

木曽六十九駅　中津川 ���三代歌川豊国 

市I旧毎老蔵遺言の口上 ��� 

岐阜市街大地震之凶 ���梅翁 

愛知県岐阜県震災義指金一覧表 ���香朝楼 

東山通人ヶ国 ���歌川広重 

冨山版画　白真弓肥大衛門 ���国美 

蓮生問答 鳴�三代歌川豊国 

人物画巻 ���喜田華堂 

関田新等 釘�伴嵩躁 

月に薄図花瓶 ���加藤五輔 

小学教育大日本名所図会　養 ���三代歌川広重 

老瀧 

大日本物産双六 ���三代歌川広重 

谷汲山華厳寺山内図 ��� 

御悦躍御行列役人附 鳴� 

日本ライン名所図絵 鳴�吉田初三郎 

番付　大相撲 ��� 

美濃青墓宿円願寺略縁起並古跡 ���● 
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－マイ・ミュージアム部門－

1ハイビジョンホール及びスタジオの活用

ハイビジョンホールでは、博物館制作のマルチメディア

ソフト「ハイパーハイビジョン風土記」の紹介やハイビ

ジョン映像の定期上映・博物館講座会場としての利用のほ

か、外部団体の見学や講習会・イベントなども積極的に受

け入れ、そのサポートをしながら多様な活用を図った。
・風土記・環境映像・映画・衛星放送・手作り番組等の

ハイビジョン上映

・博物館講座・たのしい博物館

・特別展「あのころいた鳥」開場式

・幼稚園・小学校の課外研修

・資料紹介展関連の映画会、音楽会

・その他　各種研修会、講演会

ハイビジョン映像の上映では、夏休み・春休みの期間

中、借用ソフト「世界の自然遺産　屋久島」「世界文化遺

産・原爆ドーム　廻れ！ありし日々」「大山ゼフィルスの

森　ミドリシジミチョウ舞うブナ原生林」等を上映し、親

子を中心とした来館者に楽しんでいただいた。また、1月

7日には、資料紹介展「わたしの徳山」の関連で映画「ふ

るさと」を上映した。

マルチメディアスタジオでは、20台のレファレンス装

置を運用し、常時風土記映像の閲覧ができるよう整備し

ている。今年度は関市の小中学校の体験学習の一環で、地

元の産業や文化を調べる手段として、多くのクラスの児

童・生徒の活用があった。

2　遠隔授業

ま � 

∴千m∴∴ら 

ミ一躍一・ ��

患1「 ∴∴一言ド∴∴ 凵I 

一‾華嫁。 � 
難読雲÷＿ 剪�
．一一一一一一一 冓i‾i瑠 

・高山市立東小学校　第3学年2組、3組

平成13年11月20日（火）10：00－11：00

・坂内村立坂内小学校　第5，6学年

平成14年2月26日（火）10：40－11：25

開始から3年連続で、テレビ電話による遠隔授業を、本

年は2校と実施した。

束小学校は「昔のくらし」という単元で、当館青木学芸

員が指導者となって、昔の歌や遊び、道具などを紹介し

た。坂内小学校は当館の特別企画「信長安土より来たる」

に合わせ、その概要説明とともに、織田信長に関して児童

からの質問に早川学芸員が答える形式で展開した。

来年度はさらに対応が増えることが予想されるので、
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ソフト、ハードを整えながらこうした対応を今後も継続

していきたい。

3　デジタルアーカイブ

昨年度に引き続き、県商工労働部産業情報課所管の地

域情報文化育成事業の採択を受けて、当館の所蔵資料の

デジタル化を行った。この事業は、後生に継承する必要

のある地域固有の文化遺産、伝統芸能等をデジタル化し

て保存するデジタルアーカイブを推進することにより地

域文化を振興し、地域の情報文化産業の育成を図るもの

で、3年間継続される。

以下が、今年度デジタル化したものの概要である。

資料数 �4ｨ6(6y�B�備　　考 

考　　古 迭�11 ��8鉅枴�ﾂ�

歴　　史 �#b�82 ��8鉅枴�ﾂ�

民　　俗 塔b�195 ��8鉅枴�ﾂ�
1 迭�立体画像 

美術工芸 �#��51 ��8鉅枴�ﾂ�

動　　物 鼎��41 ��8鉅枴�ﾂ�
l 唐�立体画像 

岩　　石 �3b�36 ��8鉅枴�ﾂ�

植　　物 �#2�23 ��8鉅枴�ﾂ�

合　　計 �#3��452 ��

今年度は昨年度の成果を活用し、特別展会場において

浮世絵画像を来館者が自由に閲覧できるようにした。

4i T基礎技能講習

今年度は総務省の「情報通信技術講習推進特例交付金」

を受けて、全国でIT基礎技能講習が展開された。

当館においても岐阜県の実施する講習の会場のひとつ

として、昨年度整備されたパソコンを利用した講習が計

16回（延べ34日）実施した。1講座は、パソコンの基礎

操作、ワープロ文書の作成、インターネットの利用、

電子メールの送受信の合計で12時間の内容で、当館で

は2日間（視覚障害者向けは3日間）で開催した。

指導にはマイ・ミュージアム担当職員および県で一括

募集した情報ボランティア、またはパソコンスクール等

の専門業者があたった。交通アクセスが悪い場所にかか

わらず多くの参加希望者が集まり、抽選により受講者を

決定していった。高齢者や女性の受講者が目立ち、関心

の高さが伺えた。
一、－－1　　　　　　　　　－－：車重書手雪奉書エコ‾i 

ー張「 倩ｨ+��h��[ﾘ棠G仗V末����f������木��������������xｽXｬ):｢�W��������y�x耳耳爾�+Xﾊｸ耳ﾆ)g(ﾈﾂ�

／i“‾‾‾？○○ 賑閏囲空 拳　ヽ、 
営 箪＝ 

戴 �ｨ耳���������7��R�b���僞�(��



5　マルチメディア工房・ぎふ

岐阜県の情場づくりの一環で「マルチメディア工房・

ぎふ」の第1号が平成7年10月1日に当館内にオープン

した。以来、県民のマルチメディアソフト制作支援の場

として一般に開放している。

（1）工房の利用について

サポーターの協力を得て以下の活動を行った。

（D　高校生対象のハイビジョンマルチメディア制作講

座を5－9月に計5回開催し、高校生7名（関商工

高）が参加し、作品の制作に取り組んだ。

②　マイミュージアムギャラリー関連の静止画作品を

制作した。

③　旧徳山村の写真家、増山たづ子氏より寄贈してい

ただいたネガフィルムのデジタルデータ化に、前年

度より継続して取り組んだ。

（2）ソフトコンテストについて

①　平成13年11月2日第9回全国ハイビジョン手づ

くりソフトフェスタ2001のコンテストが大垣市情報

工房スインクホールを会場に開催された。当館から

はマイミュージアムギャラリー関連の「石ころたち

の動物園」、「くぬぎの森の野外コンサート」、資料紹

介展関連の「たづ子ばあちゃんの徳山アルバム」を

出品した。審査の結果「石ころたちの動物園」がグ

ランプリを受賞した

（大会出品総数24作品、受賞7作品）

i鮮 � ��

灘 � ����

㌣∴ 、謎発灘轡 ��

一線灘ii 鯨懸惣一i灘 豫亳9�閏xｧB�ｶ8ﾄ�ﾃ��ﾈｾﾂ�

平成13年度マルチメディア工房制作番組一覧表

②　平成14年2月3日第6回「マルチメディア工房・

ぎふ」について

ソフトコンテストが未来会館で実施された。当館

からは関商工高制作の「現代版ももたろう」を出品

した。審査の結果、努力賞を受賞した。

（大会出品総数69作品、優秀賞2作品、奨励賞8作品）

6　たのしい博物館

マルチメディア関連として「マルチメディアで調べよ

う　恐竜の世界」「マルチメディアで調べよう　化石の世

界」等、4回開催した。化石や恐竜等子供たちに人気のあ

る内容の場合は参加者も多かった。

インターネット関連として、親子と女性を対象にして

様々なホームページを探索しインターネットのコンテン

ツを楽しむ内容で各1回ずつ開催した。本年度から新し

いコンピュータで、1人1台でできるようにしたので、参

加者もストレスなく参加できた。

7　博物館講座

ホームページ制作講座：応募者が相変わらず多数で関

心の高さを感じた。昨年に続き10名で始め、本年度はフ

リーソフトを導入したが、3回連続で継続が難しい参加者

も数人あった。実際にホームページの立ち上げを目標と

された参加者も4名を越えた。

番　　　組　　　名 倬���ｭB�内　　　　　容　　　　　等 

①石ころたちの動物園 ����ﾃ���ﾈ�b�石ころに彩色したミニチュアの動物作品を紹介。 
（全国ハイビジョン手づくりソフトフェスタ2001グランプリ受賞） 

②くぬぎの森の野外コンサート ③現代版ももたろう ����c��?｢�8�ﾃST��b�音楽教室の生徒が絵と曲と詩が一体となった作品を物語り風に紹介。 

関商工高生徒　ももたろうが受験戦争に打ち勝っていく物語をアニ 

メーションで紹介。 

（第6回マルチメディア工房・ぎふソフトコンテスト　努力賞受賞） 
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〔教育普及活動〕

1概要

今日、学校と社会教育機関としての博物館が一体と

なって児童・生徒の生きる力の育成に当たる必要性が唱

えられている。そんな中、本年度は、学校と博物館のか

かわりを密にするための在り方を明確にし、「岐阜県博物

館活用の手引き」を作成するとともに、博物館利用の学

校に対し、より一層の学習効果をもたらすよう努めた。

もう一一万では、岐阜県博物館が生涯学習の場として、幼

児から高齢者までの活用に資するとともに、休日での児

童・生徒の活用に資するため、催しものの量を増やすと

ともに工夫に力を入れた。

なお、主な本年度の事業は、特別展（2回）、資料紹介

展（2回）、日本まんなか共和国博物館交流事業による特

別企画（1回）、（財）岐阜県文化財保護センター主催の特

別企画（1回）岐阜県図書館主催の特別企画（1回）、マ

イミュージアムギャラリー展示（8回）の他、特別行事・

講演会・講座・自然観察会など年間76回の催しものを実

施した。その他、ギャラリー出展者の自主事業（8回）や

IT基礎技能講習会（16回）の実施により、総事業数は

115回を数えた。

2　教育活動

（1）催しもの

催しものは、講演会（4回）、博物館講座（17回）、自

然観察会（2回）、たのしい博物館（42回）、特別行事（11

回）など計76回であった。

今年度の催しものの主な活動概要は次の通りである。

体験学習を多くしたが、どれも人気を博した。「恐竜ナ

イトツアー」（2回）は予約1日目の15分で定員に達する

はどの人気であった。

講演会も関心を呼び、増山たづ子さんによる「ふるさ

とは心の宝」と安土城考古博物館学芸員による「織田信

長」は、定員130名をはるかに越え、それぞれ236名、

202名と大盛況であった。

今年度実施したIT基礎技能講習会は、どの回も応募

者が多く、抽選で受講者を決定したほどであった。

特別行事「グ）－ンアドベンチャー」・「響け！和太鼓」・

「写生大会」・「七草がゆを食べよう」は、いずれも参加者

が多く、岐阜県博物館の特色ある事業として欠かせない。
一昨年度から開催の岐阜県教育委員会等主催の「岐阜

県児童生徒科学作品展中央展」に併せ、「社会科課題追究

学習作品展」も開催され、多くの参観を得た。

（2）入館者対応（展示解説・案内）

特別展・資料紹介展等の特別企画については、展示解

説を積極的に行い、入館者に好評を博した。

特に、特別展「あのころいた鳥」・「七代目団十郎と団

員、国芳」では、担当者を中心に積極的に会場に顔を出

し、必要に応じて解説を実施した。

常設展示については、解説員が毎日2回定期的に、解

説するスタイルが確立できた。今後、解説メニューの増

加、ガイドツアーの実施が望まれる。

案内についても、力を入れた。入館した方が館向をス
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ムーズに活用できるように、昨年度から本館2階のカウ

ンターに解説員が常駐するようにしたが、本年度は、定

着してきた。また、教育普及担当を中心に職員が館内を

まわり、入館者への挨拶・案内を積極的に行った。

こうした試みは、入館者アンケートの内容にも反映さ

れ、入館者の方に好評であった。全国の主要69博物館参

加の「顧客満足度調査」（特定非営利活動法人ビュー・コ

ミュニケーションズにより2001．10実施）においても、当

館の解説の充実は69館中、第3位であり、当館の特色と

していくことができると考える。サービス機関として、

いっそうの入館者へのサービスに努めたい。

（3）学校等の活用

本年度は、関市の「小・中学校の博物館学習のための
バス借り上げ事業」や学校の博物館とのかかわりを重視

しようとする学校の増加により、学校の博物館利用回数

は202回を数えた。内訳は、幼稚園（19）、小学校（141）、

中学校（24）、高校（8）、大学（3）、その他（7）であった。

特徴的なこととして、関市内が68回、岐阜地区が49

回、愛知県内が43回と利用度が高い。また，総合的な学

習の時間として22校が活用し、事前の打ち合わせが綿密

になってきた。

参考までに、出前授業の実施回数が8回（うち、化石

レプリカ作り－5、総合的な学習の時間として2）、テレ

ビ会議が2回であった。

学校以外の団体利用も多く、100団体を数えた。

特徴的なこととして、社会福祉関係・障害関係が24、

学校教育関係が20であった。また、老人大学等熟年層の

利用も増加してきており、まさに生涯学習の場として活

用されていることが伺われる。

3　広報活動

より多くの方に、博物館に親しんでいただくためには、

展示や催しものの周知を図ることが重要である。そのた

め、昨年度までと同様、以下のことに力を注いだ。

ア　新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対し

て情報提供を積極的に行った。

イ　人が多く集まる施設にポスター・チラシの掲出依頼

を積極的に行った。

ウ　児童・生徒に合ったチラシ・案内文書を作成し、関

市内及び近隣の学校に配布した。
エ　校長会・教頭会・PTA・研究部会等の会合に、文

書等により、博物館利用案内を働きかけた。

オ　関市自治会員用チラシ・案内文書回覧を積極活用し

た。

4　博物館実習生指導

7月30日（月）から8月3日（金）までの5日間、東

海女子大学（9名）・岐阜女子大学（2名）・三重大学（1

名）・筑波大学（1名）・茨城大学（1名）・滋賀県立大学

（1名）・愛知淑徳大学（2名）・金城学院大学（1名）・名

城大学（4名）・皇学館大学（2名）の10大学から24名

の学生を受け入れ、実習生指導を学芸部職員全員で行っ

た。実習生が充実した実習体験をすることができるよう、

職員一同努めた。



5　資料の貸し出し
分野 亢�����������ｭh����������kﾂ�賓　　　　　科　　　　　名 弍ｨ��ｭH���僖霾�?ｨ�｢�百∴数 

自 然 弍)XﾉE��ﾘ)9乂xﾕ｢�ウシ・ウマの頭骨 買�8�SH�Sx���ﾄ��8�SX�Sb�2 

（株）フラッグシップ �:饂�5�8�486��H13・4・27　－H13・5・27 �#B�

岐阜市立中馬中学校 �5�6ｸ4ﾉ9�,ﾉ:ｨﾙﾂ�H13・4・29　－H13・5・13 �2�

岐阜市立伊奈波中予校 �:饂異ﾉJ�Uygｲ�H13・6・8　－－H13・6・13 迭�

美濃加茂市民ミュージアム 們ｩ��6ﾈ4ｸ��5�8�486���9��H13・6・14へ　H13・6・27 �#��

多治見市立平和中学校 �:饂�:ｨﾙﾂ�Hlj・6・25　－　H13・7・12 ����

化フェスタ記念公園 冦云���gｸ,ﾈ尨/�ｧ�+X-�;仞���9��Hlj・6・25‾－　H13・8・14 �3��

美濃加茂市民ミュージアム �4ｨ7X6x8�5ilﾘﾅ���5x麒�B�H13・∴6日27　－　H13・9・9 ��b�

園部文化博物館（兵匝県） 俎ｩZ��H13・7・9　－　H13・9・28 �#b�

豊橋自然史博物館 �7ﾈ986�5�6ｸ4ﾈ��4X5H4ﾙ9僣ﾙ�ｲ�H13・7・10へ　H13・9・20 澱�

岐南町歴史民俗資料館 俎ｩZ��H13・7・19へ　H13・8・3 ��R�

各務原市立那加第二小学校 �:饂�5�8�486��H13・8・3へ　Hlj・9・3 ����
エコミュージアム関ケ原 �7ﾘ8�5iHﾙ�ｸ��9��H13・8・8　－　H13・8・18 釘�

（有）ムック �684ﾈ6ﾘ4X4�7ﾘ����H13・8・13　－　H13・9・10 �"�

（株）ムー �:饂��ｹ�X5�8�486��H13・8・14－　H13・9・30 迭�

我孫子市烏の博物館 僣ﾙ�ｹ�xﾞﾈ訷���{��H13・9・6－　H13・9・30 途�

たじみ自然展実行委員会 �ｹ����Hﾙ�ｲ�H13・9・29　－　H13・10・13 �3��

笠松町歴史民俗資料館 �4X7ﾘ,ﾉHﾙ�ｸ�Y:ｨﾙﾈ��9��H13・12・25　－－H14・2・22 �2�

福井県立恐竜博物館 ���Z�ｹ���H14・1・10　－－H15・l・10 唐�

関市立緑ヶ丘中予校 �4�988(6�486x��5H988�4X6�8X4Y9�ｹ���H14・1・28　－Ⅱ14・2・8 塔"�

サイエンスワールド �5�987ﾈ7ﾈ5�8�486��H14・2・7　－－H14・3・10 �2�

さとやま作り推進協議会 �6ｨ7ｨ988ｨ5�5�8�486��H14・2・22　－　H14・3・8 ���

人 文 佛�F靆yzy��讖H饂渥��駅鈴（複製） 買�8�S��S#��ﾈ���ｨ�S�(�S���2 
土岐巾美濃陶磁暦史館 冤(､9�IYHｧ�Jｸ��9��H13・10・19－　H13・12・21 澱�

岐阜巾歴史博物館 處ﾙl�攪ﾋ8��9��H13・10・19－　H13・11・30 ����

岐阜市歴史博物館 �8�ﾉY&)�(ﾔ�/b�H13・10・19－H13・11・30 ����

関市教育委員会 僵ｨﾘ(ﾙ�,X��Xｽ��(鳬�ﾈ�(���H13・11・14　－H13・12・14 店ﾟｲ�

般早県歴史資料館 冏�nﾈ����耳諍w�ｮ�ｻ��X5�487h8�485��ｸ�Xｩ8��9��H13・12・4－　H13・12・18 途�

岐阜巾ハートフルスクエアーG平和資料室 ��Y~yY��H14・1・26－　H14・3・31 ����

虎渓向　永保寺 囘�揶ﾆ�ｨﾆ��H14・3・1－　H14・3・31 �#r�

6　図書資料

平成13年度末現在の図書資料数は、下記の通りである。
図書資料数（平成14年3月20日現在） 儖Xﾖﾂ�

人　文　関　係 ��H�3cCr�含刀剣文厚 

自　然　関　係 ����3s唐�含棚橋文膚・熊田文庫 

総　　　　　計 �#X�3CCR� 

7　平成13年度刊行物一覧

名　　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、員 兀H�����B�備　　　考 

岐阜県博物館だより　第74号 ��8�H��H�C��A4　4頁 �(�3S���友の会増刷（350） 

岐阜県博物館だより　第75号 ��8�H��x�C��A4　4頁 �(�CS���友の会増刷　しく350） 

岐阜県博物館だより　第76号 ��8�C���C��A4　4貞 �(�3S���友の会増刷（350） 

岐阜県博物館報　第24号 ��8�H��H�C��A4　35頁 ��8��#��� 
、朽瓦13年度　岐阜県博物館催しもの案内（A2割） ��8�H��H�C��A2 �(�3S���

平成13年度　岐阜県博物館催しもの案内（A4割） ��8�H��H�C��A4　3ツ折 田��C����

岐阜県博物館活用の手引き ��H�H��8�C#"�A4113頁 �.x�蛮�｣��

太陽光発電の案i）1 ��H�H��8�C3��A4 店�8�蛮�｣��

マルチメディア工房の手引き ��H�H��8�C3��A4　3ツ折 ����3����

岐阜県博物館調査研究報告，Vol．23 ��H�H��8�C3��A468員 都���

特別展i新緑 ��8�H��x�C#��A4　72員 田���友の会増刷 

あのころいた鳥一柳原さんが集めた鳥－ 劔（1、000） 

あのころいた蔦一絶滅のおそれのある鳥－ ��8�H��x�C#��A4　32頁 �3���（700） 

七代日田十部と団員、曲芳一芝居・錦絵・中山道－ ��8�H����C3��A4　64頁 田#��（1，000） 

特別展図録の増刷 ��8�H��x�C���B5　65頁 ���友の会増刷 

飛騨の匠 劔（1．000） 

輪中と流水 ��8�H����H��"�B5　49頁 ���（lIOOO〉 

特別娘等のポスター・ちらし あのころいた鳥－そういえばトキがおったけな－ポスター ��8�H��h�H��B�B2 �(�3���� 

あのころいた鳥－そういえばトキがおったげなへ　ちらし ��8�H��h�H��B�A4 鉄X�3����

七代目団十郎と国頁、田方一芝居・錦絵・中出道一一　ポスター ��8�H����C3��B2 �(�Cc���

七代目団十郎と団員、国男一芝居・錦絵・中山道へ　ちらし ��8�H����C3��A4 巳��3����

資科紹介展・特別企画のポスター・ちらし ようこそ石の世界へ！ポスター ��8�H��H�B�B2 ��8��#��� 

ようこそ石の世界へ！　ちらし 俣8�H��H�B�A4 �#8�3����

わたしの徳同一増出たづh故郷の記録へ　ポスター ��8�C���C#��B2 都���

わたしの徳山一弾出たづ子故郷の記録－　ちらし ��8�C���C#��A4 �#(�3����

信長、安土より来る－安土城考古博物館所蔵品紹介展－　ポスター ��H�C��C#��B2 �(�C����

信長、安土より来る－安土城考古博物館所蔵品紹介展一一　ちらし ��H�C��C#��A4 �#(�3����

信長、安土より来る－安土城考古博物館所蔵品紹介展－　リーフレット ��H�H���8��#��A4　4頁 店�8���ﾃ��

春風にのって－高橋尚子選手の活躍－　ポスター ��H�H��8�H����B2 �(�3#���

春風にのって∴高橋尚子選手の活躍－　ちらし ��H�H��8�H����A4 �#x�3����

マイ・ミュージアム刊行物 マイ・コレクション第47号 ��8�H��H�H��"�A4　4頁 ���C����500増刷 2，000増刷 

マイ・コレクション第48号 ��8�H��X�C�"�A4　4頁 ��8������

マイ・コレクション第49号 ��8�H��h�C#2�A4　4頁 ���C����

マイ・コレクション第50号 ��8�H����C���A4　4頁 ���Fﾘ�｣��

マイ・コレクション第51号 ��8�H����C#"�A4　4頁 ��������

マイ・コレクション第52号 ��8�C���C���A4　4頁 ��8������

マイ・コレクション第53号 ��H�C��H��B�A4　4頁 ���C����

マイ・コレクション第54号 ��H�H��(�C�b�A4　4頁 ��8�譜�｣��

マイ　ミュージアムギャラリー　ポスター ��8�H��H�C��B2 ��8������

マイ　ミュージアムギャラリー　ちらし ��8�H��H�C��A4 ���������

マイ　ミュージアムギャラリー　DMハガキ ��8�H��H�C��ハガキ ���������

－29－



8　平成13年度の催しもの結果一覧

事　業　名 弍ｨ��?｢�対　象 �.�R�関　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷 伜����ﾈ蹴�

特別展講演会 嶋��#b�一般 ��3��なぜタカを守るか動物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性家　沿道公男さん ��c��
9／30 �ｩ:���1訊） 冏��H鳬�8,ﾈｯ)Xﾈ,ﾈ�ｸ�ﾈ夊��������������������������ｯ)Xﾈ����X鬩&闔i[h嶌ﾊHｸh���;冉ﾘ���+8/��45 

特別展講演会 文化講演会 又��縒�高貴 ��3��市川田上郎と江戸の歌醤使　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉大学名誉教授　服部幸雄さん 塔��

特別行事講演会 又���#��一般 ��3��化石ゼミナール2　講演会「美濃地方の山の生い立ち」　　　　　　　岐阜大学教授　′間島　智さん 鉄r�

記念講演会 �����#R�一一一般 ��3��水と人の歴史　弥生時代一中世の水利をめぐって　　剛祭日本文化研究センター教授　宇野隆夫さん �����

博物館講座 店��#��一般 ��3��温泉入門i 免鳴�

5／26 俘(ﾕｩ�h決�8�2�8 �6�487(5x8x99MI�y�xﾞﾈﾗXﾜ�又x�6��6 

6／23 俘(ﾕｩ�h決�2�8 �6�487(5x8x99MI�y�xﾞﾈﾗXﾜ���5ｨ�讎��6 

7／1 �ｩL｢�40 �+侈�8y{y%Hﾉ���_�ﾙ�橙�18 

7／22 俘(ﾕｩ�h決�2�8 �6�487(5x8x99MI�y�xﾞﾈﾗYh8��3��4 

8／25 俘(ﾕｩ�h決�2�8 �6�487(5x8x99MI�y�xﾞﾈﾗXﾜ��b�5 

9／8 �����ｩ�h決�2�8 �6�487(5x8x99MI�y�xﾞﾈﾗXﾜ���h��.r�5 

9／23 �ｩL｢�130 �y�)�YnS"�90 

10月4 ��ｸ自L｢�130 兌x��,ﾙX)�(､x,ﾉ�(､X/�dｸ,ｸ,B�61 

1／同 俘(ﾕｩ�h決�2�10 �7ｨ�ｸ8�7��ｸ5y�xﾞﾈﾗXﾆﾆ�2�IO 

1／20 ��ｸ自L｢�130 �-8.�+8,h,ﾙ�8,ﾉ_8���������������������������������������������������������������ﾘ�(+ﾘ,8��+8/��2三滝 

2月 俘(ﾕｩ�h決�2�10 �7ｨ�ｸ8�7��ｸ5y�xﾞﾈﾗXﾜ�迄/����9 

2／17 �ｩL｢�130 ��7�8ﾘｸﾃ�鮖�8,ﾉY�弴+ﾘ+��152 

2／24 俘(ﾕｩ�h決�2�10 �7ｨ�ｸ8�7��ｸ5y�xﾞﾈﾗXﾜ����ﾂ�6 

3／3 �ｩL｢�130 ��I69�ﾙ+x,hｽ�ﾘ������������������������������������������7��俟ﾈﾌ9H饂渥乂xﾇﾈ醜��8ym飲h��+8/��202 

3／10 �ｨ�YL｢�，30 舶H,ﾈﾋｸ�8,ij)x��21 

3／17 ��ｸ自L｢�130 从ﾈ徂*�.x簡訷ﾈ�?ｨ+8.ｨ+ﾙ_9Z��

自　然観察会 滴�繧�一搬 �#��百年公園のバードウオッチング1 �#��
2／10 �ｩL��20 儷9D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984�(������������������������������������������������,ｸﾋIH驂x+8/��17 

たのしい博物館 滴���R�・般 �#��自然の達人と春の回目で遊ぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中田手元さん �#��

4／28 �ｩL｢�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*H��-8.�+8,hｯ)Xﾂ�52 

3／3 5／4 �ｩL｢�25 �7�4ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�4�485�,Y%Hﾉ��Y�冦ﾈｭ���57 

・般 剴3�?�ﾂ�

5／13 ��X���30 倬�怦��樣5xﾊ���684��ｳ��ﾈ����.(峪��/�ｧx-�*H-b�6i 

5／27 �ｩL｢�40 �ｹ��/�,(*ﾘ.ｸ*B�4（） 

6／3 �ｩL｢�40 �:佗ﾈｻ8��ﾈ��(9��/�,(*ﾘ.ｸ*H�ﾈ����������������������������������������:佗ﾈ徂��圸68ﾔh譏�姻H､8+8/��32 

6／10 ��X���30 俯����樣5xﾊ乂x684��ｸ��(�ﾉ��.(峪��/�ｧx-�*H-b�41 

6／24 �ｩL｢�40 �'ﾈﾝxﾔ�ｩ'ﾈ,X�Y}h輾+X/�,(*ﾘ.ｸ*H��������������������������������������'ﾈﾝxﾔ育H���靈I[iu�+8/��50 

7／8 �ｩL｢�40 �6�987H8�8��ｸｻ8�����������������������������������������������.T靫影ｹ�9Uﾈ��m��ｨｮﾉOﾈﾆ(+8/��70 

7／15 傅ﾈ��h決�2�40 乂�+X*(48985��ｸ6ﾈ6(6x,ﾉ�(､R�23 

7／21 傅ﾈ��h決�2�80 仆�{86�486x684��ｳ��冢�,ﾉH饂渥�%Hﾉ��Sx��##���c���{��｢�104 

7／28 ��X���30 �<�¥ｩ5xﾊ乂x684��ｲ�17 

7／29 ��X���40 �'ﾈ,X*�.�+�.�/�,(*ﾘ.ｸ*H��������������������������������������������'ﾈﾝxﾔ育H���靈I[iu�+8/��43 

8／4 �ｩL｢�40 �6��ｸ6�4ｨ�ｸ7(984�8����������������������������������������������nﾉ+�*Hﾘ�h�Y�3�gｹu�+8/��32 

8／5 �ｩL｢�40 �6��ｸ6�4ｨ�ｸ7(984�8�(��������������������������������������������nﾉ+�*Hﾘ�h��ﾏﾈ�(�u�+8/��40 

8／11 傅ﾈ鬩�h決�2�80 仆�{86�486x684��ｳ(�冢�,ﾉH饂渥�%Hﾉ��S����#���c���{��｢�82 

8／12 �ｩL｢�20 俾��(,ﾉ$)�ﾈ,h廩,ﾉz(�(,Yuh-ｨ*H������������������������������������������������(i68訷ﾋ8+8/��16 

8／15 8／17 ��X���30 30 ��X��,Xｧx-IH饂渥��-iH饂渥�4ｸ486�6ﾘ4��ｸ-b�略 

一般 剪ｷ良川のlii原の石の観察会（長良僑付近） �#"�8���｢�

8／18 �ｩL｢�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*H峪��,ﾉ�(､R�

8／19 �ｩL｢�10 �雍�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�24 

9／2 �ｩL｢�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*H��+�,ﾉ�(､R�31 
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ハイビジョン特別番組の上映 刄tィルスの森等を上映 

ー30－



〔図書資料寄贈者芳名一覧〕
上平成13年3月1日－

平成14年2月28副（順位不同）

［博物館関係］

国立歴史民俗博物館

東京国立博物館

国立科学博物館

科学技術館

国立科学博物館附属自然教育固

京都国立博物館

国立民族学博物館

飛鳥資料館

北海道閲指の村

北海道開拓記念館

北海道立北方民族博物館

小樽1回専物館

釧路市立博物館

苫小牧市博物館

斜里町立知床博物館

市立函館博物館

旭川市立博物館

札幌市喜平Iiiさけ科学館

足寄動物化石博物館

根室直博物館開設準備室

上士幌町ひがし大雪博物館

浦幌町立博物館

中Ii旧‾郷土資料館

三笠市立博物館

穂別町立博物館

利尻町立博物館

青森県立郷土館

八戸市博物館

みちのく北方漁船博物館

岩手県立博物館

北上市立鬼の館

農業科学博物館

仙台市博物館

仙台市科羊館

仙台市富沢遺跡保存館

斎藤報恩会自然史博物館

仙台市歴史民俗資料館

東北歴史博物館

地底の森ミュージアム

秋田県立博物館

山形県立博物館

政道博物館

県立うきたむ風土記の丘考古資料館

福島県立博物館

福島県歴史資料館

茨城県立歴史館

茨城県自然†酢勿館

土浦市立博物館

［上市郷土博物館

ミュージアムパーク茨城県自然博物館

栃木県立博物館

小山市立博物館

栃木県立しもつけ風土記の丘資料館

栃木県立なす風土記の丘資料館

群馬県立歴史博物館

群馬県立自然史博物館

富岡市立美術博物館・福沢一郎記念美術館

さいたま市立補和博物館

埼玉県立博物館

埼玉県立歴史資料館

埼玉県立さきたま資料館

戸田市立郷土博物館

さいたま川の博物館

入間市博物館

埼玉県立自然史博物館

千葉県立中央博物館

我孫子市鳥の博物館

市立市川自然博物館

千葉市加営利貝塚博物館

千葉県立現代産業科学館

千葉県立上総博物館

千葉県上総南博物館

千葉県立安房博物館

干葉県立房総のむら

千葉県立関宿城博物館

千葉市美術館

伊能忠敬記念館

八千代市立郷土博物館

憲政記念館

足立区立郷士博物館

板橋区立郷土資料館

大田区立郷土博物館

紙の博物館

たばこと塩の博物館

東京都江戸東京博物館

宮内庁書陵部

宮内庁三の丸尚蔵館

宮同庁正倉院事務所

町田市立博物館

世田谷区立郷土資料館

福生市郷土資料室

家具の博物館

豊島区立郷土資料館

北区飛鳥山博物館

久米美術館

港区立港郷土資料館

サントリー美術館

江戸東京たてもの園

調布市郷土博物館

府中市郷土の森博物館

文京ふるさと歴史館

東京都高尾自然科学博物館

パルテノン多摩

昭和館

府中市美術館

神奈Iii県立歴史博物館

神奈川県立金沢文庫

馬の博物館

横浜市歴史博物館

海洋科学技術センター

小田原市郷土文化館

川崎市市民ミュージアム

川崎両立日本民家園

神奈川県立年令の星・地球博物館

平塚市博物館

山口蓬春記念館

秦野市立桜土手古墳展示館

鎌倉国宝館

茅ヶ崎市文化資料館

横須賀市自然人文博物館

相模原市立博物館

山梨県立科学館

上田市立信濃国分寺資料館

松本市立博物館

長野両立博物館

長野県立歴史館

須坂市立博物館

さらしなの里歴史資料館

真田宝物館

飯田市美術博物館

飯田市郷土考古博物館

山と博物館

直立岡谷蚕糸博物館
一茶記念館

信濃町立野尻湖ナウマンゾウ博物館

信州新町化石博物館

柏崎市立博物館

長岡市立科学博物館

新潟県立歴史博物館

冨山県中央植物園

富山市郷土博物館

冨同市科学文化センター

魚津水族館

富山県立立山博物館

富山市売薬資料館

富山県水墨美術館

立川カルデラ砂防博物館

石Iil県立歴史博物館

石川県立美柘館

石川県輪島漆芸美術館

鴨池観察館

のと海洋ふれあいセンター

松任市立中）i十一・政記念美術館

福井県立恐竜博物館

福井市立若狭歴史民俗資料館

福井県立博物館

福井面自然史博物館

織田剛歴史資料館

敦賀市立博物館

高浜町郷土資料館

静岡県立美柿館

上原仏教美術振興財団

沼津歴史民俗資料館

沼津市明治史料館

焼津吊歴史民俗資料館

富士市立博物館

浜松市博物館

浜松市楽器博物館

愛知県美術館

愛知芸術文化センター

徳川美術館

熱田神宮宝物館

名古屋市博物館

名古屋市蓬左文庫

名古屋市立高政資料館

名古屋i胡十字館
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名古屋正美術館

でんさの科学館

名古屋市見晴台考古資料館
一宮市博物館

博物館明治村

リトルワールド

瀬戸市歴史民俗資料館

il本モンキーセンター

愛知県陶磁資料館

豊田市郷土資科館

豊田市美術館

豊橋市美術博物館

豊橋市自然史博物館

豊橋巾地下資源館

岡崎市郷土資料館

岡崎古美術博物館

安城直歴史博物館

知立市歴史民俗資料館

常滑市民俗資科館

半田市立博物館

桜ケ丘ミュージアム

尾西市歴史民俗資科館

碧南市青少年海の科学館

トヨタ博物館

鳳来町立鳳来寺山自然科学博物館

大口町歴史民俗資科館

産業技術記念館

三重県立博物館

御在所自然科学博物館・日本カモシカセンター

四日市市立博物館

海の博物館

神宮徴古館農業館

藤原岳自然科掌館

桑名市博物館

鳥羽水族館

斎宮歴史博物館

大津市歴史博物館

滋賀県立琵琶湖博物館

I参複城博物館

滋賀県立安土城考古博物館

滋賀県立陶芸の森

野洲町立歴史民俗資科館

ilI立長浜城歴史博物館

伊吹山文化資料館

栗東歴史民俗博物館

細身美術館

京都府立総合資科館

京都文化博物館

園部文化博物館

博物館さがの人形の家

京都府立丹後郷土資料館

大阪市立博物館

大阪市立美術館

大阪而立科字館

大阪市立自然史博物館

大阪人権博物館

吹田市立博物館

大阪府立弥生文化博物館

柏原直立歴史資料館

岸和田市立郷土賞科館



東大飯市立郷士博物館

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立狭山池I即物館

大飯市立住まいのミュージアム

神戸両立博物館

神戸市立小磯記念美術館

兵庫県立歴史博物館

（財）辰馬考古資料館

日本玩具博物館

姫路市立水族館

龍野市立歴史文化資料館

明石市文化博物館

明石直立天文科挙館

l印奇歴史博物館準備室

兵庸県立大と自然の†斬勿館

大和文革館

県立橿原考古学研究所附属博物館

橿原五千塚資科館

奈良県立民俗博物館

奈良県立美術館

奈良県立万葉文化館

厄山方市立文化財収蔵庫

和歌山県立博物館

和歌山県立自然博物館

鳥取県立博物館

渡辺美術館

岡山県立美術館

岡山県立博物館

岡申県立吉備路郷土館

津山洋学資判館

倉敷直立自然史博物館

広島市安佐動物公園

広島県立美術館

広島県立歴史博物館

広島県歴史民俗資料館

日本はさもの博物館・郷士玩則事物館

広島市森林公園昆虫館

しんいち歴史民俗博物館

下関市立考古博物館

山口県立山rl博物館

防府市青少年科学館

美祢古歴史民俗資科館

秋吉台科学博物館

徳島県立博物館

徳島市立徳島城博物館

高松直歴史質朴館

香lii県自然科学館

香川県歴史博物館

愛媛県止博物館

愛媛県総合科学博物館

愛媛県歴史文化博物館

高知市立自由民権記念館

高知県立歴史民俗資料館

土佐山内家宝物資料館

福岡常総合図書館

芦屋町歴史民俗資料館

福岡市美術館

福岡市博物館

北九州市立歴史博物館

北九州i直iI二自然史博物館

九州歴史資料館

佐賀県立博物館

佐賀県立美術館

佐賀県立名護屋城博物館

長崎県立美術博物館

熊本県立美術館

熊本市立熊本博物館

御船町恐竜博物館

大分県立歴史博物館

大分県立先哲史料館

宮崎県総合博物館

みやざき歴史文化館

鹿児島県立博物館

鹿児島市立美術館

鹿児島県歴史資料センター黎明館

ミュージアム知覧

沖縄県立博物館

名護博物館

那覇市立壷屋焼物博物館

久米島自然文化センター

岐阜県県博物館

岐阜県県歴史資料館

岐阜県美術館

岐阜県図書館

岐阜県陶磁資料館

岐宇∴市歴史十軸物館

岐阜市科学館

笠松町歴史民俗資料館

大出市立図書館

各務原山歴史民俗資料館

直接記念くすり博物館

森の文化博物館

河川環境楽園

タルイピアセンター

美濃和紙の里会館

海津町歴史民俗資料館

揖斐川町歴史民俗資料館

可児郷士歴史館

みのかも文化の森／市民ミュージアム

こども陶器博物館

瑞浪市化石「新物館

瑞浪i旧匂磁資料館

瑞浪常民図書館

土岐市美濃陶磁歴史館

中同道みたけ館

ミュージアム中仙道

日本犬正村・大正ロマン館

中山道広重美術館

中津川市鉱物博物館

中津II同日朝勿館

［博物館協会関係］

日本博物館協会

栃木県博物館協会

神奈川県博物館協会

愛知県博物館協会

京都市内博物館施設連格協議会

岐阜県博物館協会

全国科学博物館協議会

岡山県博物館協議会

デジタル・ミュージアム推進協議会

環瀬戸内地域自然史系博物館ネット

ワーク推進協議会

［役所関係］

青森県環境生活都県史編さん室

文部科字省大臣官房

iI本財団

文部科学省

文化庁

環境省自然環境局生物多様センター

日本科挙技術振典財団

科ノ、習支術振興事業団

科ノ、昌夫術広報財同

河川環境管理財団

宇宙開発事業団

愛知県県史編さん室

名古屋植物防疫所

名古屋城管理事務所

国土交通省中部地方建設局

中部森林管理局名古屋分局

木曾）旧、一流⊥事事務所

大坂市ゆとりとみどり振興局公園整備謹

上木研究所自然共生研究センター

岐阜県自然環境森林謀

岐草葉社会教育文化課

岐阜県地域県民部

岐阜県農業技術研究所

岐宇県保健環境研究所

岐阜県県史編集室

岐阜県淡水魚研究所

岐阜県広報センター

花の都ぎふ推進センター

岐阜県産業経済振興センター

岐阜県生涯学習センター

岐宇県総合教育センター

岐阜市文化センター

多治見古史編んさ室

岐阜市教育文化振興事業団

大正巾文化事業団

飛騨教育事務所

高富町役場

藤橋村役場

可児市役所

平田町役場

関市役所

帥文面役所

川島町役場

lii島町民会館

春日村役場

多治見市文化会館

各務原市民会館

ソフトピアジャパン

［教育委員会関係］

北海道教育庁生涯学習部文化課

青森県教育委員会

森田村教育委員会

「l立正教育委員会

群馬県教育委員会

群馬町教育委員会

東京都教育百年涯学習部文化課

世田谷区教育委員会

H黒区教育委員会

あきる野市教育委員会

神奈liI県教育委員会
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厚木肩教育委員会

糠沢「占教育委員会

目梨県教育委員会

了一矢都市教育委員会

福井県教育委員会

岡崎市教育委員会

豊橋市教育委員会

常滑市教育委員会

江南市教育委員会

小牧市教育委員会

大同市教育委員会

春日井市教育委員会

津巾教育委員会

回目市市教育委員会

日野町教育委員会

多度町教育委員会

滋賀県教育委員会

京都占教育委員会

京田辺町教育委員会

大阪市教育委員会

橿原市教育委員会

泉佐野市教育委員会

能事射町教育委員会

姫路直教育委員会

福岡県教育委員会

久留米吊教育委員会

勝本町教育委員会

岐阜県教育委員会

羽島郡四町教育委員会

各務原市教育委員会

大垣吊教育委員会

上∠保村教育委員会

闇市教育委員会

池田町教育委員会

可児直教育委員会

富加町教育委員会

多清見吊教育委員会

上肢i酵文盲委員会

悪郡市教育委員会

中津川古教育委員会

高向占教育委員会

占）冊丁教育委員会

紬出川丁教育委員会

関ケ原青少年自然の家

十岐少年自然の家

御嶽少年ill妹の家

岐早苗少年自然の家

岐阜県校長会鮪

岐宇教育会

飛騨地Ix二教育長会

岐阜県高等′、封校理科助丁研究会

岐阜県Pm連合会

岐阜県郷土奇利研究協議会

岐阜県歴史寮科保存協会

岐阜県高等字校文化連盟

［学校関係］

東北芸術仁科大学東北文化研究センター

東北大学総合学術博物館

秋田大字工学資源学部I相席鉱業博物館

山形大学il間引博物館

筑波大半歴史人類字系



筑波大学総合科孝博物館

筑波大学地球科挙系図書室

図書館惰報大学附属図書館

跡見学凶女子大学花膜記念資料館

川村学園女子大学図書館

東京大学更科編纂所

学習院

国学院島等′羊校

お茶の水女子大学†朝勿館学研究室

東京農十大学工学部附属繊維博物館

実践女子大字美雪美術史学科研究室

実践女子大字博物館学課程研究室

立教大半雪雲員課程研究室

東京大学地震研究所

東京都立大学人文学部考古学研究室

東洋大学

武蔵野美術大字

早楠田大字令津八一記念博物館

国際基督教大l、浩易浅八郎記念館

国ノ、浩院大挙考古学資料館

国学院大字考古学研究室

東京農業大学農業資料室

日本大学文理学部自然科学研究室

日本大学生物資源科学部資料館

明治大学博物館

明治大学学芸員養成課程

東京家政大字「即勿館

神奈川大学日本常民文化研究所

帝京大字山梨文化財研究所

新潟大雪千里宇部地質字科教室図書館

金沢大字文学部考古学研究室

金沢美術工芸大字

静岡大学理学部地球学科教室

東海大学社会教育センター

名古屋大学博物館

名古屋大学美学美術史羊研究室

名古屋大半大地球水環境研究センター

名古屋経済持上刷菅田短期大学自鮮惇研究会

名†情緒斉大字・師晴間短期夫子地域社会研究会

名五郎諦大半　両II’湿地期大学人文科学研究会

名古屋経済大′字・市部学園短期大学
ノ、需締研究センター

名古屋造形芸術大′字附属図書館

愛知大学総合郷土研究所

愛知大単文尊命

愛知大掌豊橋教務課

滋賀県立大字人間文化学部

種智院大学密教資料研究所

京都工芸繊維大字美術工芸質朴館

京都大字総合博物館

京都大字大学院文学研究科

立命館大学文学部国際平和ミュージアム

仏教大学総合研究所

仏教大学文学部

同志社大学歴史資料館

同志社大学博物館学芸課程

関西大学博物館

大阪大字文字研究科考古学研究室

園田学園女子大字近松研究所

近畿大半民俗′’揮研究所

天理大字附属天理参考館

九州産業大字芸術学会

宮崎大学農学部農業博物館

鹿児島大学総合研究博物館

岐阜大学教育′、手部

岐阜大学教育学部博物館予亭芸員コース

岐阜市立女子逗期大学

東海女子大学

岐苧聖徳掌園大学

岐阜聖徳学園大学短期大学部

中部学院大学・中部字院大学短期大学部

岐阜経済大学

岐阜経済大′羊地域経済研究所

大垣女子短期大学

岐阜医療技術短期大学

可児高等字佼

［研究機関・出版社・その他］

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所

アイヌ文化振興・研究推進機構

北海道立アイヌ民族文化研究センター

北網圏北見文化センター

青森県埋蔵文化財調香センター

東北電力

彩湖自然掌習センター

福島県文化財センター

栃木県埋蔵文化財センター

産業技術総合研究所

群馬県埋蔵文化財調査事業団

理化学研究所

千葉県文化財センター

社会教育研修所

東レ科学振興会

国立教育政策研究所

文化環境研究所

株式会社　山武

発明協会

全国過疎地域活性化連盟

r1本ユネスコ協会連盟

日本昆虫協会

日本地震学会

磯城産業記念事業回

国画会事務局

東京文化財研究所

平和祈念事業特別基金

あきる野市前原遺跡調査会

ポーラ伝統文化振興財団

修復研究所

東北新幹線赤羽地区遺跡調査会

板橋区団栗遺跡調査会

都立学校遺跡調査会

落Iii・一の宮遺跡調香会

菊菜文化協会

日野新町一丁目住宅遺跡調査会

自然科学観察研究会

マクシム・デユ・カン展実行委員会

日本ナショナルトラスト

株式会社ココロ

東京貝類同好会

マルチメディア振興センター

NHKエンジニアリングサービス

アジア女性基金

地域創造

丹青研究所

東京都埋蔵文化財センター

かながわ考古学財団

平岡環境科掌研究所

玉川文化財研究所

久が原ゲ）－ンハイツ内遺跡発掘調査団

愛甲原小稲葉遺跡発掘調査同

長野県理蔵文化財センター

宮同県埋蔵文化財調査事務新

富I吊聖堂蔵文化財センター

石Iii県白山自然保護センター

福井県自然保護センター

水彩連盟愛知支部

愛知県埋蔵文化財センター

東海能楽研究会

中部森林監理局名古屋分局

中部電力株式会社

考古′羊フォーラム

御園座

行動と文化研究会

清市埋蔵文化財センター

：重動物学会

二重自然誌の会

日本直麺類学会

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀県琵琶湖研究所

日本イヌワシ研究会

中信美術奨励基金

坂田郡社会教育研究会文化財部会

京都科宰

京都服飾文化研究財団

かもしかの会関西

関西経済連合会

SIMANO

国民融合をめざす部落問題全国会議

古代学協会

国際日本文化研究センター

鳥取市文化期間

日本生命財団

クボタ

コクヨ株式会社

秋田書店

明冶書院

講談社

国立劇場芸能調査室

いぶ企画

霊山顕彰会

楽師吉

和歌山県環境生活部

奈良文化財研究所

ユネスコ・アジア文化センター

黒Iii古文化研究所

元輿寺文化財研究所

鳥取県埋蔵文化財センター

岡山県自然保叢センター

厳島神社社務所

徳島県地蔵文化財センター

香II旧埋蔵文化財調査センター

広島市文化財団

（株）熊平製作所

比婆科学教育振興会

福岡市埋蔵文化財センター
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原の辻遺跡調査事務所

北九州自然史友の会

岐阜県博物館友の会

岐阜県文化財保護協会

岐阜県文化財保護センター

岐阜県議会事務局

岐阜県生活技術研究所

岐阜県産業文化振興事業団

サイエンスワールド

教育出版文化協会

飛騨高山ふるさとを歩こう会

岐阜県考古掌会

慾斎研究会

各務原古地蔵文化財調査センター

多治見古文化財保護センター

日本教育会

岐阜県昆虫同好会

養老町文化財保護協会

大垣古文教協会

岐阜県民主同和促進協議会

美濃民俗文化の会

霊山顕彰会岐阜県支部

岐阜県哺乳動物調査研究会

日本野鳥の会岐阜県支部

岐阜県超古代文化研究会

八幡町文化財保護協会

武儀農業改良普及センター

日本美術刀剣新聞社

岩波書店

美術年鑑社

続群書類従完成会

東京美術

部ユニ史談会

書道心両院

北白川書房

西美濃わが街社

コスモ石油（裸）

岐阜新聞社

［個人］

宮崎　惇

和田　悼義

曽我　孝司

長尾　伴文

野村　隆光

大津　真美

西垣　城次

篠田　雅子

出島　　男

安台　洲

吉田　基山

石田　克

野田　清影



〔利用状況〕

1入館者数

本年度は、入館者数73，592で前年に比べて22，744人

44．7％の増加となった。これは、特別企画、催し物が好評

であったことに加え、学校利用が増えたことが影響して

いる。

また、開館日数は　口であり、1日平均の入館者数は

人であった。また、一日の入館者が最も多かった日は、5

月5日で1，558人を数えた。月別の入館者数は右表のとお

りである。団体入館者数をみると1，266人で、入館総数の

約0．17％であった。月別では9月が250人で一番多く、団

体入館者総数の19．7％を占めている。

春季特別展及び秋季特別展期間中の入館者数は下表の

とおりである。入館総数は26，076人を数え、一日平均は

318人であった。

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室等の利用者は、次のとおりで

あった。（学校は除く）

〈講堂〉

関蝶々会
岐阜県文楽・能保存振興協議会総会
岐阜県小′半枚社会科研究部会研修会
岐阜県吃音臨床研究会研修会
里山林整備ボランティアリーダー育成講座
岐阜県教育委員会研修管理課初任者校外研修
岐阜県中学校技術家庭科研究部会
里山林整備ボランティアリーダー育成講座

岐阜県高等雪枝教育研究会公民地歴部会
東海女子大字博物館研修
東海女子大学芋芸員研修
中部学院大学雪雲員実習
岐阜県高等学校教育課程研究集会
岐阜県高等学校校長会理事会
岐阜県高等学校商業校長会
岐阜県高等学校教頭協会理事会
三重県厚生年金受給者協会研修会
岐阜県オリエンテーリング協会会議
芥見幼稚園母親の会キンダータイム
北方町社会福祉協議会
岐阜県教育センター科学作品展
長良川流域森林・林業活性化センター説明会
岐阜大学教育学部理科教育講義
岐阜県小字校社会科研究部会代議貴会

〈研修室〉

岐阜県哺乳動物調香研究会研修会
久瀬村文化審議委員会研修会
岐阜県植物誌調査会準備会
里山林整備ボランティアリーダー育成講座

羽島市小学校理科部会研修会

岐阜県植物誌調査会準備会
岐阜県高等学校活力向上検討委員会による学し朗ij会議
忠北自然愛護の会勉強会
岐阜県植物誌調査会準備会
岐阜県植物誌調査会準備会
全日本オリエンテーリング役員会議

岐阜県視聴覚障害者（養老支部）
各務原市中学校理科部会
岐阜県植物誌調査会準備会
武儀郡中堅教育研修会
岐阜県植物誌調査会準備会
NPO法人メタセコイアの森の仲間たち

岐阜県植物誌調査会準備会
闇市教育研究会理科部会
岐阜県植物誌調査会準備会
岐阜県植物誌調査会準備会
岐阜県植物誌調査会準備会
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月 傅ﾉ(hﾘ)�b�大学生 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�川平均 

4 �(�3����38 �8�3�モ�5，145 �#b�198 

5 �8�3�#��53 滴��イ��8，815 �#b�339 

6 �(�3�3r�67 �8���モ�5，192 �#b�200 

7 ��3#S��70 �(�3�ィ�3，504 �#b�135 

8 �(��v�2�108 店��?｣b�7，939 �#r�294 

9 �(�33cR�62 �8�3sS"�6，179 �#b�238 

！0 店�3C���34 �8�3c���9，063 �#b�349 

11 滴�3c�b�38 �8�3cCR�8，299 �#b�319 

12 塔#��27 ���3ォｦﾂ�2，688 �#2�117 

1 ���3�C��17 �8�3SC��4，706 �#B�196 

2 ���3C3b�42 �8�3c���5日68 �#B�215 

3 �(�3�S��37 滴�3s唐�6、894 �#r�255 

計 �#��3sヲ�593 鼎8�3#���73．592 �3�r�240 

特　別　展　名 弍ｨ����ｭB�小中高生 ��Xｧy�b�般 佗b�

あのころいた鳥 度��#��ﾃ����b�4，954 ��ビ�8，712 ��8�3ゴr�

七代目団十郎と 団員、国男 祷��3��ﾃ�����紕�6，740 鼎��5，434 ��(�C##2�

計 ��lL694 �#3b�14，146 �#h�3�sb�

〈ハイビジョンホール〉

4月4 弍)Xﾈﾊxﾇ井�ｧxﾕｨ�D8怏�hﾊH�2�

4／23 ���*ﾉ�ｩ[h嶌ﾗ9�ﾙ%99h攣+x檍ｶ2�

4／24 亊i+�����

5／15 侈y�ﾘ8(6ｨ5��ｲ�

6／12 弍)Xﾈﾊxｻ8支効醜檍ﾊH�8ｬyyﾘ攤�D8�(ﾕｨ､�H�2�
8／9 ��h.侈y�ﾘ6�5��

8／31 ��h.侈y�ﾘ6�5��

9／23 ��h.侈y�ﾘ6�5��

10／8 弍)Xﾈﾊxﾇ井�ｧxﾕｨ�D8怏�hﾊH�2�
11／21 僣饂渥仄h檍ﾊH�2�

12／2 ��h.侈y�ﾘ6�5��

3／24 ��h.侈y�ﾘ6�5��

〔博物館関係団体〕
1岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもとに社

会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」を目

的に、昭和4！年に設立された。

公開講座（年4回）、機関紙発行（季刊）、会員研修会

（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿うよう

に努力した

平成14年3月現在、会員館園は142、個人会員は22

名主な役員は次のとおり。

名誉会長・・・梶原拓、会長…欠員、副会長・・・青木允夫上
野守、遠藤祐神、理事長…松本五三、事務局は岐阜県博

物館内にある。
〈主な事業〉

機関紙委員会
東海地区博物館連絡協議会総会
第49回会員研修会

第88回公開講座

第89回公開講座

機関紙「岐阜の博物館」第134号発行

東海三県†軸物館協会交流研修会
第50回会員研修会

第90回公開講座

機関紙「岐阜の博物館－」第135号発行

全国博物館大会
第51岬会員研修会

機関紙「岐阜の博物館」第136号発行

会員研修委員会
第91回公開講座

公開講座委員会
常任理事会
機関紙「岐阜の博物館」第137号発行



2　岐阜県博物館友の会

今年度は一般会員数497名、後援会員29口で昨年度に

比べ会員数が8名減少した。原因は学生会員の13名減で

ある。一般会員はわずかであるが増加した。しかし、会

員の高齢化などで、長年友の会に協力いただいた方々の

退会が増えてきたことは残念である。今後は新しい会員

の入会を関市の広報、会員によるクチコミ等を通じて今

まで以上に積極的に働きかけていくことが必要と考え

る。

友の会の研修事業の中心行事である探訪の旅を今年度

も4回行なった。

第1回（5月7日）「花の寺を訪ねて」（長谷寺、室生

寺）長谷寺のボタンは数日遅く、室生寺のシヤクナゲは

数日早すぎ、共に満開の花を楽しむことはできなかった

が、5月のさわやかな風のもと一日の旅を楽しんだ。しか

し、自然を相手の探訪の旅の期日決定の難しさを感じた。

参加者92名

第2回（9月24日）「飛騨の文化を訪ねて」（飛騨・世

界文化センター、安国寺、千光寺）7月オープンした飛騨

センターでは渡辺文雄館長に出迎えていただき、会員を

前に挨拶があった。また千光寺の付属資料館では円空仏

について館長さんの説明があり、立木に彫られた仏や、飛

騨の伝説的人物両面宿儲像など多くの円空仏に感激し

た。安国寺でも住職による国宝「経蔵」の説明があり、多

くの質問がなされ会員の学習意欲の一端が伺われた。

参加者88名

第3回（12月4日～6日）「萩焼、備前焼を訪ねて」（津

和野、萩焼資料館、松下村塾、備前焼美術館等）

講師に小原克朗、前友の会事務局長を招き、萩焼・備

前焼についての解説を行った。参加者は陶芸に深い関心

を持つ人たちで探訪先や内容についても十分満足をして

いただいた。　　　　　　　　　　　　　　参加者37名

第4回（3月15日）「京都・奈良の古寺を訪ねて」（新

薬師寺、浄瑠璃寺、岩船寺）名前は開いているが実際訪

れる機会の少ない三幸を訪問。ちょっとマニアックなお

寺であったが、大勢の会員の参加を得て成功裏に終える

ことができた。　　　　　　　　　　　　参加者128名

いずれの探訪も募集人員を越えた。車中、学芸員の解

説や関連事項のビデオを鑑賞、現地では専門家の解説を

依頼するなどした。参加者からは多くの質問が出るなど

有意義な探訪の旅であった。

会員によるボランティア活動

特別行事「七草がゆをたべよう」は、会員のボランティ

ア活動として定着しており、前日から多くのボランティ

アの人たちにより準備がなされた。当日は悪天候で来館

者の減少を心配したが準備した400食は無病息災を願う

人たちですべていただくことができた。

従来、ボランティア活動は七草粥の時が中心であった

が、昨年度から、夏・秋の特別展や、博物館との共催事
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業においても活動をした。生涯学習の立場からも、また、

友の会の設立主旨からも今後はこの方面において、更な

る充実を図ることができればと考えている。

来年度も、会員数の確保、探訪の旅の充実とともに博

物館の特別展や講座、催し物への会員の積極的な参加や

ボランティア活動への参加を呼びかけ、「博物館事業の普

及、会員相互の教養と親睦」を深め、「魅力ある友の会」、

「誰でも気軽に参加できる友の会」を目指し、今年度の反

省をもとに健全な運営、創意工夫ある企画を進めたい。

平成13年度の主な事業、行事は次の通りである。

1会議

役員会　4月28日　総会　　4月28日

役員会11月4日　三役会　2月20日

探訪の旅委員会　6／14，7／26，2／17

会報委員会　　　6／2，8／30，11／24，3／7

2　研修事業

（l）探訪の旅（前述の四回）

（2）文化講演会

「市川団十郎と江戸の歌舞伎」

日本女子大学教授：服部幸雄氏

3　会報発行

第67号～第70号　A4　6頁　各450部

4　資料などの作成と頒布

（1）特別展図録発行

「あのころいだ烏」
一柳原さんがあつめた鳥一

一絶滅のおそれのある鳥－

「七代目団十郎と団員、国芳」

（2）図録の増刷

「飛騨の匠」

「輪中と治水」

1000冊

1000冊

5　博物館との共催事業

（1）特別行事　　「百年公園・博物館を写生しよう」

「岐阜の化石ゼミナール」

「七草がゆを食べよう」

（2）たのしい博物館「火起こし器をつくろう」

「土笛をつくろう」

「クイズで探検日　博物館」　2回

（3）博物館講座

（4）「博物館だより」

「化石をつくろう」

「恐竜ナイトツアー」

「バードカービング」

増刷　74－76号

6　会員入館料の補助と寄贈

特別展、常設館入館料補助

図書の寄贈

3回

2回

2回

各350部



Ⅳ　利用案内（平成14年度）

●開館時間　4月1日－10月31日　9時～16時30分

11月1ロー3月31日　9時30分～16時30分

（入館は16時まで）

●入館料

区　　分 侘(�����ﾂ�団体（20人以上） 

般 �3#�冷�260円 

大　学　生 ����冷�50円 

小・中・高 冖8��{��無　料 

※特別展開催中は入館料がかわります。

●休館　日　月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合はその翌日）

年末年始（12月28日、1月3日）

●駐車場　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金…普通（軽）自動車300円、バス820円

●交　　通　名鉄美濃町線　小屋名駅下車　徒歩15分

岐阜バス　小屋名下車　徒歩15分

自家用車をご利用の場合は、百年公園北［lからお入り下さい。

交通案内図
国道156号線

至美濃・郡上八幡　名鉄美濃脚線　　　至郡上八幡・白鳥
躇ii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十十 

礪 ・岐阜バス 劔剪�

N　忠常 ① 　線 　名鉄美濃町 劔� 
北口i 

講習問詰田園開 塾彊醒±⑧ 
漢【 

Hi駐…凄 

頭韻闇 国道248号線 　　　　　主 

E 
名鉄新岐阜駅 劔�����������������ﾙ��

岐阜駅 � 劔道21号＿緑岐阜各務原IC 

至大垣＿ 岐阜羽島 IC � 剿ｼ鉄 �������������������,"�ﾙ�;�#)���ﾂ�

名古屋岩藍空，＝＝言霊豊ヽ 

名神高速道路

○東海北陸自動車道・・・ ��Xｭh48985��ｸ*�.x棈,SYZ｢�
○名鉄美濃町線・・・・・ ��X抦夐kﾈ踊岑鋹6ｹ^��YZ｢�
○岐阜バス岐阜上之保線 ��

八幡線・ ��X抦夐kﾈ6�5�.(岑鋹6ｹ^��YZ｢�

至関市街

要地方道・関江南線
至各務原・江南

東海北陸自動車道

至各務原・美濃加茂

中央自動車道

●　小牧JCT

○名古屋IC

至静岡・東京

〒501－3941岐阜県闇市小屋名字中洞1989　℡（0575）28－3111（代表）FAX（0575）28－3110

URL http：／／www・muSeum・Pref・glfu．JP
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至多治見
・恵那
・東京
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